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要
　
　
旨

　

顔
回
は
、
孔
子
か
ら
唯
一
人
、
自
分
よ
り
能
力
が
上
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
弟
子
で
あ
る
（『
論
語
』
公
冶
長
篇
）。『
韓
非
子
』
顕
学
篇
に
よ
る
と
、
孔
子
没
後
に
儒
家
は
八
派
に
分
か
れ
た
が
、

郭
沫
若
『
十
批
判
書
』
は
、そ
の
う
ち
の
「
顔
氏
之
儒
」
か
ら
荘
子
が
出
た
と
視
る
。『
荘
子
』
中
に
お
け
る
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
は
、孔
子
と
顔
回
と
い
う
儒
家
の
大
物
が
儒
家
思
想
を
否
定
し
『
荘

子
』
の
重
要
な
思
想
を
伝
え
よ
う
と
し
た
『
荘
子
』
作
者
の
立
場
を
示
し
て
い
よ
う
。
上
海
博
物
館
所
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
は
、『
荘
子
』
外
篇
の
作
成
に
関
与
し
た
荘
周
の
後
学
が

『
老
子
』
や
『
論
語
』
を
援
用
し
て
自
ら
の
主
張
を
記
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、『
史
記
』
孔
子
世
家
・
仲
尼
弟
子
列
伝
は
、『
論
語
』
を
踏
ま
え
て
い
る
部
分
が
多
い
が
、
孔
子
世
家

に
お
け
る
孔
子
の
問
い
に
子
路
↓
子
貢
↓
顔
回
の
順
で
答
え
る
く
だ
り
や
、『
韓
詩
外
伝
』
と
劉
向
の
『
新
序
』『
説
苑
』
に
共
通
す
る
顔
回
の
登
場
す
る
二
つ
の
説
話
は
、『
荀
子
』
に
由
来
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

後
漢
時
代
に
は
、
前
漢
時
代
に
見
ら
れ
な
い
顔
回
の
死
を
め
ぐ
る
話
が
『
論
衡
』
に
見
え
る
。
王
充
の
運
命
論
と
虚
妄
を
疾
む
批
判
の
メ
ス
は
、
顔
回
の
死
を
め
ぐ
る
話
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
論
語
』
鄭
玄
注
で
は
、
子
罕
篇
「
後
生
可
畏
」
の
「
後
生
」
を
顔
回
だ
と
す
る
解
釈
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
ふ
つ
う
に
読
め
ば
顔
回
に
つ
い
て
の
く
だ
り
で
あ
る
と
思
え
な
い
『
論
語
』
の
文

章
が
鄭
玄
に
よ
っ
て
具
体
化
・
限
定
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
後
漢
末
期
、
孔
融
と
禰
衡
は
、
自
分
た
ち
を
孔
子
と
顔
回
の
関
係
に
擬
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
国
秦
漢
時
代
に
お
け
る
顔
回
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
顔
回
像
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
、
と
言
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
論
語
』、
顔
回
、
孔
子

一　

は
じ
め
に

顔
回
は
、
孔
子
の
数
多
く
の
弟
子
た
ち
の
中
で
、
孔
子
か
ら
唯
一
、
自
分
よ
り
能
力
が
上

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
世
の
者
た
ち
か
ら
、
顔
回
は
そ
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
『
論
語
』
本
文
か
ら
う
か
が
え
る
顔
回
像
を
確
認
し
、
次
に
「
顔
氏
之

儒
」
と
の
関
連
で
『
荘
子
』
に
お
け
る
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
上
海
博
物
館
所
蔵
の
戦
国
楚
簡
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
の
表
現
や
内
容
の
面

か
ら
、
当
該
書
の
成
立
の
背
景
を
さ
ぐ
る
。
そ
し
て
、『
史
記
』
の
孔
子
世
家
と
仲
尼
弟
子

列
伝
の
顔
回
伝
に
焦
点
を
絞
っ
て
顔
回
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

し
、
前
漢
時
代
の
説
話
に
お
け
る
孔
子
と
顔
回
の
会
話
に
注
目
し
た
あ
と
、
後
漢
時
代
に
お

け
る
顔
回
像
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
顔
回
像
の
変
遷
を
通
し
て
、
新
た
に
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

か
。

戦
国
秦
漢
時
代
に
お
け
る
顔
回
像
の
変
遷

井
ノ
口　

哲　

也

（
哲
学
・
倫
理
学
）
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二　
『
論
語
』
本
文

『
論
語
』
に
は
、
顔
回
の
名
が
出
る
く
だ
り
が
都
合
二
十
一
あ
る
。
い
ま
、
1
〜
21
の
番

号
を
振
っ
た
う
え
で
そ
れ
ら
を
『
論
語
』
の
登
場
順
（
篇
名
順
）
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

な
お
、（　

）
内
の
文
言
は
、
現
存
最
古
の
『
論
語
』
で
あ
る
前
漢
時
代
の
定
州
漢
墓
竹

簡
『
論
語
』
の
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
論
語
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
河
北
省
文
物
研
究
所
定
州
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
定
州
漢
墓
竹
簡　

論
語
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
七
月
）
に
拠
り
、
通
行
本
の
『
論
語
』
本
文
に
併
記

し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

1　

子
曰
、「
吾
与
回
言
終
日
、
不
違
如
愚
。
退
而
省
其
私
、
亦
足
以
発
。
回
也
不
愚
。」

（
為
政
篇
）

（〔
子
曰
、〕
吾
與
回
言
終
日
、不
違
〔
如
〕
愚
。
退
而
省
其
私
、亦
足
（
第
一
四
号
簡
）

…
…
）

2　

子
謂
子
貢
曰
、「
女
与
回
也
孰
愈
。」
対
曰
、「
賜
也
何
敢
望
回
。
回
也
聞
一
以
知
十
、

賜
也
聞
一
以
知
二
。」
子
曰
、「
弗
如
也
。
吾
与
女
弗
如
也
。」 

（
公
冶
長
篇
）

3　

顔
淵
・
季
路
侍
。
子
曰
、「
盍
各
言
爾
志
。」
子
路
曰
、「
願
車
馬
衣
軽
裘
、
与
朋
友
共
、

敝
之
而
無
憾
。」
顔
淵
曰
、「
願
無
伐
善
、
無
施
労
。」
子
路
曰
、「
願
聞
子
之
志
。」

子
曰
、「
老
者
安
之
、
朋
友
信
之
、
少
者
懐
之
。」 

（
公
冶
長
篇
）

（
…
毋

。
顔
淵
曰
、「
願
毋
伐
□
、
毋
□
（
第
一
〇
四
号
簡
）
…
…
「〔
願
〕
聞
子

之
志
。」
子
曰
、「
老
者
安
〔
之
、

友
信
之
、
少
者
〕（
第
一
〇
五
号
簡
）
…
…
）

4　

哀
公
問
曰
、「
弟
子
孰
為
好
学
。」
孔
子
対
曰
、「
有
顔
回
者
、
好
学
、
不
遷
怒
、
不

貳
過
、
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
、
未
聞
好
学
者
也
。」 

（
雍
也
篇
）

（〔
哀
公
〕
問
、「
弟
子
孰
為
好
學
。」
孔
〔
子
對
曰
、〕「
有
顔
回
者
好
學
、（
第

一
一
〇
号
簡
）
…
…
過
。
不
幸
短
命
死
矣
、
今
也
則
亡
、
未
聞
好
學
者
也
。」（
第

一
一
一
号
簡
））

5　

子
曰
、「
回
也
、
其
心
三
月
不
違
仁
、
其
餘
則
日
月
至
焉
而
已
矣
。」 

（
雍
也
篇
）

6　

子
曰
、「
賢
哉
回
也
。
一
箪
食
、
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
。
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
楽
。

賢
哉
回
也
。」 

（
雍
也
篇
）

（
子
曰
、
賢
哉
、
回
也
。
一
單
食
、
一
（
第
一
二
〇
号
簡
）
…
…
）

7　

子
謂
顔
淵
曰
、「
用
之
則
行
、
舍
之
則
蔵
、
唯
我
与
爾
有
是
夫
。」
子
路
曰
、「
子
行

三
軍
、
則
誰
与
。」
子
曰
、「
暴
虎
馮
河
、
死
而
無
悔
者
、
吾
不
与
也
。
必
也
臨
事
而

懼
、
好
謀
而
成
者
也
。」 

（
述
而
篇
）

（〔
謂
顔
淵
曰
、「
用
則
行
、舍
之
則
臧
、唯
〕（
第
一
四
四
号
簡
）
…
…
路
曰
、「
子
（
第

一
四
五
号
簡
）
…
…
子
曰
、「
暴
虎
馮
河
（
第
一
四
六
号
簡
）
…
…
〔
吾
弗
〕
與
也
。

必
也
臨
事
而
懼
、
好
謀
而
成
者
□
。」（
第
一
四
七
号
簡
））

8　

顔
淵
喟
然
歎
曰
、「
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
、
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
。
夫
子
循
循

然
善
誘
人
。
博
我
以
文
、
約
我
以
礼
。
欲
罷
不
能
、
既
竭
吾
才
、
如
有
所
立
卓
爾
、

雖
欲
従
之
、
末
由
也
已
。」 

（
子
罕
篇
）

（〔
淵
喟
然
嘆
曰
、〕「
卬
之
迷
高
、
□
□
迷
堅
。
瞻
之
在
前
、
忽
（
第
二
二
二
号
簡
）

…
…
〔
然
善
牖
人
、
博
〕
我
以
文
、
約
我
以
禮
、（
第
二
二
三
号
簡
）
…
…
壐
。
雖

欲
從
之
、
未
由
也
〔
已
〕。」（
第
二
二
四
号
簡
））

9　

子
曰
、「
語
之
而
不
惰
者
、
其
回
也
与
。」 

（
子
罕
篇
）

（
…
…
不
隋
者
、
其
回
也
與
。」（
第
二
三
二
号
簡
））

10　

子
謂
顔
淵
曰
、「
惜
乎
、
吾
見
其
進
也
、
未
見
其
止
也
。」 

（
子
罕
篇
）

（
子
□
□
□
□
□
□
□
吾
見
其
進
也
、
未
見
其
止
也
。」（
第
二
三
三
号
簡
））

11　

徳
行
、
顔
淵
・
閔
子
騫
・
冉
伯
牛
・
仲
弓
。
言
語
、
宰
我
・
子
貢
。
政
事
、
冉
有
・

季
路
。
文
学
、
子
游
・
子
夏
。 

（
先
進
篇
）

（
…
…
淵
、
閔
子
騫
、
冉
伯
（
第
二
六
一
号
簡
）
…
…
有
、
子
路
。
文
學
。
子
〔
游
・

子
夏
〕。（
第
二
六
二
号
簡
））

12　

子
曰
、「
回
也
非
助
我
者
也
、
於
吾
言
無
所
不
説
。」 

（
先
進
篇
）

（
子
曰
、「
回
〔
也
非
助
我
者
也
、
於
〕
吾
言
無
所
不
説
。」（
第
二
六
三
号
簡
））

13　

季
康
子
問
、「
弟
子
孰
為
好
学
。」
孔
子
対
曰
、「
有
顔
回
者
。
好
学
、不
幸
短
命
死
矣
。

今
也
則
亡
。」 

（
先
進
篇
）

（
…
…
短
命
死
矣
、
今
也
則
亡
。」（
第
二
六
五
号
簡
））

14　

顔
淵
死
。
顔
路
請
子
之
車
以
為
之
椁
。
子
曰
、「
才
不
才
、亦
各
言
其
子
也
。
鯉
也
死
、

有
棺
而
無
椁
。
吾
不
徒
行
以
為
之
椁
。
以
吾
従
大
夫
之
後
、
不
可
徒
行
也
。」

 

（
先
進
篇
）

（
顔
淵
死
、
顔
路
請
子
之
〔
車
〕
□
□
□
□
孔
子
曰
、「
材
不
材
、（
第
二
六
六
号
簡
）
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…
…
言
其
子
也
。
鯉
也
死
、
有
棺
無
郭
。
吾
不
徒
行
以
為
之
郭
。（
第
二
六
七
号
簡
）

從
大
夫
之
後
也
、
吾
不
可
（
第
二
六
八
号
簡
）
…
…
）

15　

顔
淵
死
。
子
曰
、「
噫
、
天
喪
予
、
天
喪
予
。」 

（
先
進
篇
）

16　

顔
淵
死
。
子
哭
之
慟
。
従
者
曰
、「
子
慟
矣
。」
子
曰
、「
有
慟
乎
。
非
夫
人
之
為
慟
、

而
誰
為
慟
。」 

（
先
進
篇
）

（〔
顔
淵
死
、
子
哭
之
動
。
從
者
曰
、「
子
動
矣
。」
曰
〕（
第
二
六
九
号
簡
）
…
…
）

17　

顔
淵
死
。
門
人
欲
厚
葬
之
。
子
曰
、「
不
可
。」
門
人
厚
葬
之
。
子
曰
、「
回
也
視
予

猶
父
也
、
予
不
得
視
猶
子
也
。
非
我
也
、
夫
二
三
子
也
。」 

（
先
進
篇
）

（〔
顔
淵
死
、
門
〕
人
欲
厚
葬
之
。
子
曰
、「
不
可
。」（
第
二
七
〇
号
簡
）
…
…
〔
回
〕

也
視
予
猶
父
也
、
予
不
〔
得
視
□
子
也
。
非
我
也
、
夫
二
三
〕（
第
二
七
一
号
簡
）

…
…
）

18　

子
曰
、「
回
也
其
庶
乎
、
屢
空
。
賜
不
受
命
而
貨
殖
焉
、
億
則
屢
中
。」 

（
先
進
篇
）

（
孔
子
〔
曰
、「
回
也
其
庶
乎
〕、（
第
二
八
二
号
簡
）
居
空
。
賜
〔
不
受
命
〕、
○
貨

殖
焉
、
意
則
居
中
。」（
第
二
八
三
号
簡
））

19　

子
畏
於
匡
。
顔
淵
後
。
子
曰
、「
吾
以
女
為
死
矣
。」
曰
、「
子
在
、
回
何
敢
死
。」

（
先
進
篇
）

（
子
畏
於
匡
、
顔
淵
後
。
子
曰
、「
吾
以
女
為
死
矣
。」
曰
、「
子
在
、
回
何
敢
（
第

二
九
〇
号
簡
）
…
…
）

20　

顔
淵
問
仁
。
子
曰
、「
克
己
復
礼
為
仁
、
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
、
為
仁
由
己
、

而
由
人
乎
哉
。」
顔
淵
曰
、「
請
問
其
目
。」
子
曰
、「
非
礼
勿
視
、
非
礼
勿
聴
、
非
礼

勿
言
、
非
礼
勿
動
。」
顔
淵
曰
、「
回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。」 

（
顔
淵
篇
）

（
…
…
〔
非
〕
禮
勿
〔
視
〕（
第
三
一
一
号
簡
）
…
…
）

21　

顔
淵
問
為
邦
。
子
曰
、「
行
夏
之
時
、
乗
殷
之
輅
、
服
周
之
冕
、
楽
則
韶
舞
。
放
鄭
声
、

遠
佞
人
。
鄭
声
淫
、
佞
人
殆
。」 

（
衛
霊
公
篇
）

（
…
…
曰
、「
行
夏
之
□
、乘
殷
之
路
、服
周
之
絻
、〔
樂
則
□
〕（
第
四
二
五
号
簡
）〔『
武
』。

放
鄭
聲
、
遠
年
人
。
鄭
聲
淫
、
年
人
殆
〕。」（
第
四
二
六
号
簡
））

こ
の
『
論
語
』
の
二
十
一
箇
所
の
記
述
か
ら
は
、孔
子
の
言
う
こ
と
を
素
直
に
受
け
入
れ
、

貧
し
い
生
活
の
中
に
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
楽
し
み
を
改
め
ず
、
全
力
投
球
で
精
進
を
重
ね
る

優
秀
な
顔
回
の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

木
村
英
一
氏
は
、「
思
う
に
顔
淵
は
孔
子
と
全
く
一
體
で
あ
っ
て
、
も
し
孔
子
が
居
な
け

れ
ば
彼
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
か
は
想
像
し
難
い
。」
と
述
べ
、
ま
た
、
顔
淵
を
「
聖
人
孔
子

の
影
の
よ
う
な
存
在
」
と
も
表
現
し
て
い
る
【
注
〇
一
】。
す
な
わ
ち
、
顔
回
に
語
ら
せ
た

い
ば
あ
い
、
き
ま
っ
て
孔
子
も
一
緒
に
登
場
す
る
の
が
基
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、『
韓
非
子
』
顕
学
篇
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
死
後
、
儒
家
は
八
派
に
分
か
れ
た
。

世
之
顕
学
、
儒
・
墨
也
。
儒
之
所
至
、
孔
丘
也
。
墨
之
所
至
、
墨
翟
也
。
自
孔
子
之
死

也
、
有
子
張
之
儒
、
有
子
思
之
儒
、
有
顔
氏
之
儒
、
有
孟
氏
之
儒
、
有
漆
雕
氏
之
儒
、

有
仲
良
氏
之
儒
、
有
孫
氏
之
儒
、
有
楽
正
氏
之
儒
。
…
…
。
故
孔
・
墨
之
後
、
儒
分
為

八
、
墨
離
為
三
、
…
…
。 

（『
韓
非
子
』
顕
学
篇
）

八
派
の
う
ち
傍
線
を
付
し
た
「
顔
氏
之
儒
」
に
つ
い
て
は
、
皮
錫
瑞
氏
と
郭
沫
若
氏
に
考

察
が
あ
る
。
ま
ず
、
皮
氏
の
見
解
を
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

　
『
韓
非
子
』
言
八
儒
有
顔
氏
。
孔
門
弟
子
、
顔
氏
有
八
、
未
必
即
是
子
淵
。【
注
〇
二
】

こ
れ
に
対
す
る
周
予
同
の
注
に
は
、
こ
う
あ
る
。

按
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
、
除
顔
回
外
、
尚
有
顔
無
繇
・
顔
幸
・
顔
高
・
顔
祖
・
顔

之
僕
・
顔
噲
・
顔
何
七
人
、
故
云
顔
氏
有
八
。
子
淵
、
顔
回
之
字
。【
注
〇
三
】

す
な
わ
ち
、
皮
氏
は
、「
顔
氏
之
儒
」
が
必
ず
し
も
顔
回
の
流
れ
を
汲
む
儒
家
を
指
す
と

は
限
ら
な
い
、
と
の
見
解
で
あ
る
。

次
に
、
郭
氏
の
見
解
を
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

「
顔
氏
之
儒
」
当
指
顔
回
的
一
派
。
顔
回
是
孔
門
的
第
一
人
、
他
雖
然
早
死
、
但
在
他

生
前
已
経
是
有
「
門
人
」
的
。
這
一
派
的
典
籍
和
活
動
情
形
、
可
惜
已
経
失
伝
了
。
只

有
関
於
顔
回
個
人
、
我
們
在
『
論
語
』
和
其
它
書
籍
裏
面
可
以
找
得
到
一
些
資
料
。
我

們
知
道
他
是
「
其
心
三
月
不
違
仁
」
的
人
、「
一
箪
食
、
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
。
人
不
堪

其
憂
、
回
也
不
改
其
楽
。」
他
很
明
顕
地
富
有
避
世
的
傾
向
、
因
而
『
荘
子
』
書
中
関
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於
他
的
資
料
也
就
特
別
多
、全
書
計
凡
十
見
、「
人
間
世
」「
天
運
」「
至
楽
」「
達
生
」「
田

子
方
」「
知
北
遊
」
諸
篇
各
一
、「
大
宗
師
」「
譲
王
」
二
篇
各
二
。【
注
〇
四
】

ふ
つ
う
に
考
え
れ
ば
、
顔
回
は
、
孔
子
よ
り
先
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、「
顔
氏
之
儒
」

は
、
孔
子
没
後
の
顔
回
の
系
統
の
学
派
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。『
論
語
』
か
ら
は
、
顔
回
に

門
弟
が
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
郭
氏
の
言
う
「
門
人
」
は
、「
顔
氏
之
儒
」

が
顔
回
の
流
れ
を
汲
む
儒
家
の
一
派
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
に
か
説
明
す
る
た
め
の
辻
褄
合
わ

せ
で
は
な
い
の
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、郭
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
荘
子
』
に
は
、顔
回
が
多
く
登
場
す
る
（
郭

氏
は
そ
の
数
を
十
と
す
る
が
、
間
違
い
で
あ
る
。
十
五
が
正
し
い
）。
こ
の
こ
と
の
意
味
を

考
え
て
み
た
い
。

三　
『
荘
子
』
に
お
け
る
仲
尼
と
顔
回
の
会
話

さ
て
、
郭
沫
若
氏
は
、

韓
愈
疑
荘
子
本
是
儒
家
。
出
於
田
子
方
之
門
、
則
僅
據
外
篇
有
田
子
方
篇
以
為
説
、
這

是
武
断
。
我
懐
疑
他
本
是
「
顔
氏
之
儒
」、
書
中
徴
引
顔
回
與
孔
子
的
對
話
很
多
、
而

且
差
不
多
都
是
很
關
緊
要
的
話
、
以
前
的
人
大
抵
把
它
們
當
成
「
寓
言
」
便
忽
略
過
去

了
。
那
是
根
據
後
來
所
完
成
了
的
正
統
派
的
儒
家
観
念
所
下
的
判
断
、
事
実
上
在
孔
門

初
一
二
代
、
儒
家
並
不
是
那
麼
純
正
的
、
而
儒
家
八
派
之
中
、
過
半
数
以
上
已
経
完
全

消
滅
了
。【
注
〇
五
】

と
述
べ
て
、
荘
周
は
も
と
「
顔
氏
之
儒
」
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
す
る
。
荘
周
が
「
顔
氏
之

儒
」
か
ら
出
た
証
左
と
し
て
、
郭
氏
に
よ
っ
て
『
論
語
』
本
文
8
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
が
、
次
の
『
荘
子
』
田
子
方
篇
の
文
章
で
あ
る
。

顔
淵
問
於
仲
尼
曰
、「
夫
子
歩
亦
歩
、夫
子
趨
亦
趨
、夫
子
馳
亦
馳
。
夫
子
奔
逸
絶
塵
、

而
回
瞠
若
乎
後
矣
。」

夫
子
曰
、「
回
、
何
謂
邪
。」

曰
、「
夫
子
歩
亦
歩
也
、
夫
子
言
亦
言
也
。
夫
子
趨
亦
趨
也
、
夫
子
辯
亦
辯
也
。
夫

子
馳
亦
馳
也
、
夫
子
言
道
、
回
亦
言
道
也
。
及
奔
逸
絶
塵
、
而
回
瞠
若
乎
後
者
、
夫
子

不
言
而
信
、
不
比
而
周
、
無
器
而
民
滔
乎
前
、
而
不
知
所
以
然
而
已
矣
。」

仲
尼
曰
、「
悪
、
可
不
察
與
。
夫
哀
莫
大
於
心
死
、
而
人
死
亦
次
之
。
日
出
東
方
、

而
入
於
西
極
、
万
物
莫
不
比
方
。
有
目
有
趾
者
、
待
是
而
後
成
功
。
是
出
則
存
、
是
入

則
亡
。
万
物
亦
然
。
有
待
也
而
死
、
有
待
也
而
生
。
吾
一
受
其
成
形
、
而
不
化
以
待
尽
。

効
物
而
動
、
日
夜
無
隙
、
而
不
知
其
所
終
。
薫
然
其
成
形
、
知
命
不
能
規
乎
其
前
。
丘

以
是
日
徂
、
吾
終
身
与
汝
交
一
臂
而
失
之
。
可
不
哀
與
。
汝
殆
著
乎
吾
所
以
著
也
。
彼

已
尽
矣
。
而
汝
求
之
以
為
有
。
是
求
馬
於
唐
肆
也
。
吾
服
汝
也
甚
忘
。
汝
服
吾
也
亦
甚

忘
。
雖
然
汝
奚
患
焉
。
雖
忘
乎
故
吾
、
吾
有
不
忘
者
存
。」 

（『
荘
子
』
田
子
方
篇
）

郭
氏
は
、
田
子
方
篇
の
こ
の
文
章
は
『
論
語
』
本
文
8
が
原
型
で
あ
り
、「
顔
氏
之
儒
」

か
ら
出
て
い
る
と
説
く
【
注
〇
六
】。
衣
笠
勝
美
氏
も
「
確
か
に
こ
の
両
章
の
記
述
は
酷
似

し
て
い
る
。」
と
述
べ
る
【
注
〇
七
】。
し
か
し
、
筆
者
に
は
、
そ
う
は
思
え
な
い
。
孔
子
に

対
す
る
顔
回
の
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
記
し
た
『
論
語
』
本
文
8
と
こ
の
田
子
方
篇
の
文
章
は
、

孔
子
を
と
て
も
追
い
つ
け
な
い
存
在
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
程
度
で
あ

り
、文
言
を
踏
襲
し
て
い
る
等
の
特
徴
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、『
荘
子
』
の
作
者
が
『
論
語
』

の
表
現
を
用
い
、
孔
子
と
顔
回
を
特
別
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。『
荘
子
』

の
作
者
は
、『
論
語
』
の
表
現
を
利
用
し
孔
子
と
顔
回
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
、
い
っ
た
い

何
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
に
、『
荘
子
』
に
お
け
る
、
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
の
実
例
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

例
え
ば
、
大
宗
師
篇
の
、

　

顔
回
曰
、「
回
益
矣
。」

　

仲
尼
曰
、「
何
謂
也
。」

　

曰
、「
回
忘
仁
義
矣
。」

　

曰
、「
可
矣
。
猶
未
也
。」

　

它
日
、
復
見
曰
、「
回
益
矣
。」

　

曰
、「
何
謂
也
。」

　

曰
、「
回
忘
礼
楽
矣
。」
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曰
、「
可
矣
。
猶
未
也
。」

　

它
日
、
復
見
曰
、「
回
益
矣
。」

　

曰
、「
何
謂
也
。」

　

曰
、「
回
坐
忘
矣
。」

　

仲
尼
蹵
然
曰
、「
何
謂
坐
忘
。」

　

顔
回
曰
、「
堕
枝
体
、
黜
聡
明
、
離
形
去
知
、
同
於
大
通
。
此
謂
坐
忘
。」

　

仲
尼
曰
、「
同
則
無
好
也
。
化
則
無
常
也
。
而
果
其
賢
乎
。
丘
也
請
従
而
後
也
。」

は
、
顔
回
が
師
・
孔
子
を
相
手
に
、「
仁
義
」「
礼
楽
」
を
「
忘
」
れ
た
先
に
、「
坐
忘
」
の

境
地
に
達
し
た
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
儒
家
の
「
仁
義
」「
礼
楽
」
を
否

定
し
た
う
え
で
、「
坐
忘
」
の
価
値
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
荘
子
』
は
、
儒

家
の
二
人
の
大
物
に
、
儒
家
の
看
板
と
も
言
え
る
「
仁
義
」「
礼
楽
」
を
自
己
否
定
さ
せ
た

う
え
で
、『
荘
子
』
特
有
の
重
要
な
思
想
で
あ
る
「
坐
忘
」
に
つ
い
て
語
ら
せ
て
い
る
の
で

あ
る
（
こ
の
大
宗
師
篇
の
話
は
『
淮
南
子
』
道
応
篇
に
受
け
継
が
れ
る
）。

こ
う
し
た
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
に
つ
い
て
、
池
田
知
久
氏
は
、

こ
の
問
答
は
、
勿
論
『
荘
子
』
の
創
作
で
あ
っ
て
、
戦
国
時
代
後
期
に
最
も
羽
振
り
の

よ
い
学
派
の
宗
師
と
そ
の
高
弟
と
に
、
対
立
す
る
わ
が
道
家
の
道
を
解
説
さ
せ
て
い
る

の
は
、
一
つ
に
は
儒
家
聖
賢
の
権
威
を
冒
瀆
す
る
こ
と
、
二
つ
に
は
そ
の
流
れ
を
汲
む

現
代
儒
家
を
皮
肉
る
こ
と
、
三
つ
に
は
わ
が
道
が
他
学
派
の
宗
師
・
高
弟
に
も
支
持
さ

れ
る
ほ
ど
、
深
く
正
し
く
普
遍
性
を
も
つ
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
、
な
ど
の
た
め
で
あ
ろ

う
【
注
〇
八
】。

と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
に
賛
成
で
あ
る
が
、
孔
子
と
顔
回
と
い
う
儒
家
の
大
物
の
権

威
を
借
り
な
け
れ
ば
自
己
の
重
要
な
思
想
を
伝
え
得
な
い
『
荘
子
』
の
作
者
の
置
か
れ
た
立

場
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
孔
子
が
遭
っ
た
「
陳
・
蔡
之
間
」

の
厄
に
関
す
る
話
で
あ
る
。『
荘
子
』
に
は
、
以
下
の
と
お
り
、
①
山
木
篇
・
②
譲
王
篇
・

③
天
運
篇
の
三
ヶ
所
に
見
え
る
。

①
山
木
篇

孔
子
窮
於
陳
・
蔡
之
間
、
七
日
不
火
食
。
左
據
槁
木
、
右
撃
槁
枝
、
而
歌
槁
焱
氏
之

風
。
有
其
具
而
無
其
数
、
有
其
声
而
無
宮
角
。
木
声
与
人
声
、
犂
然
有
当
於
人
之
心
。

顔
回
端
拱
還
目
而
窺
之
。

仲
尼
恐
其
廣
己
而
造
大
也
、
愛
己
而
造
哀
也
。
曰
、「
回
、
無
受
天
損
易
、
無
受
人

益
難
。
無
始
而
非
卒
也
。
人
与
天
一
也
。
夫
今
之
歌
者
、
其
誰
乎
。」

回
曰
、「
敢
問
『
無
受
天
損
易
』。」

仲
尼
曰
、「
飢
渇
寒
暑
、
窮
桎
不
行
、
天
地
之
行
也
、
運
世
之
泄
也
。
言
與
之
偕
逝

之
謂
也
。
為
人
臣
者
、
不
敢
去
之
。
執
臣
之
道
猶
若
是
。
而
況
乎
所
以
待
天
乎
。」

（
顔
回
）「
何
謂
『
無
受
人
益
難
』。」

仲
尼
曰
、「
始
用
四
達
、
爵
禄
竝
至
而
不
窮
、
物
之
所
利
、
乃
非
己
也
。
吾
命
有
在

外
者
也
。
君
子
不
為
盗
、
賢
人
不
為
窃
。
吾
若
取
之
何
哉
。
故
曰
、『
鳥
莫
知
於
鷾
鴯
』。

目
之
所
不
宜
処
、
不
給
視
。
雖
落
其
実
、
棄
之
而
走
。
其
畏
人
也
。
而
襲
諸
人
間
、
社

稷
存
焉
爾
。」

（
顔
回
）「
何
謂
『
無
始
而
非
卒
』。」

仲
尼
曰
、「
化
其
万
物
、
而
不
知
其
禅
之
者
。
焉
知
其
所
終
、
焉
知
其
所
始
。
正
而

待
之
而
已
耳
。」

（
顔
回
）「
何
謂
『
人
与
天
一
』
邪
。」

仲
尼
曰
、「
有
人
、
天
也
。
有
天
、
亦
天
也
。
人
之
不
能
有
天
、
性
也
。
聖
人
妟
然

体
逝
而
終
矣
。」

②
譲
王
篇

孔
子
窮
於
陳
・
蔡
之
間
、
七
日
不
火
食
。
藜
羹
不
糝
、
顔
色
甚
憊
。
而
弦
歌
於
室
。

顔
回
択
菜
。
子
路
・
子
貢
相
与
言
曰
、「
夫
子
再
逐
於
魯
、
削
迹
於
衛
、
伐
樹
於
宋
、

窮
於
商
・
周
、
囲
於
陳
・
蔡
。
殺
夫
子
者
無
罪
、
藉
夫
子
者
無
禁
。
弦
歌
鼓
歌
、
未
嘗

絶
音
。
君
子
之
無
恥
也
若
此
乎
。」

顔
回
無
以
応
。
入
告
孔
子
。
孔
子
推
琴
、喟
然
而
歎
曰
、「
由
与
賜
細
人
也
。
召
而
来
。

吾
語
之
。」

子
路
・
子
貢
入
。

子
路
曰
、「
如
此
者
、
可
謂
窮
矣
。」
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孔
子
曰
、「
是
何
言
也
。
君
子
通
於
道
、
之
謂
通
。
窮
於
道
、
之
謂
窮
。
今
丘
抱
仁

義
之
道
、
以
遭
乱
世
之
患
。
其
何
窮
之
為
。
故
内
省
而
不
窮
於
道
、
臨
難
而
不
失
其
徳
。

天
寒
既
至
、
霜
雪
既
降
。
吾
是
以
知
松
栢
之
茂
也
。
陳
・
蔡
之
隘
、
於
丘
其
幸
乎
。」

孔
子
削
然
反
琴
而
弦
歌
。

子
路
扢
然
干
而
舞
。

子
貢
曰
、「
吾
不
知
天
之
高
也
、
地
之
下
也
。」

古
之
得
道
者
、
窮
於
楽
、
通
亦
楽
。
所
楽
非
窮
通
也
。
道
徳
於
此
、
則
窮
通
為
寒
暑

風
雨
之
序
矣
。
故
許
由
娯
於
潁
陽
、
而
共
伯
得
乎
共
首
。

③
天
運
篇

孔
子
西
遊
於
衛
。

顔
淵
問
師
金
曰
、「
以
夫
子
之
行
為
奚
如
。」

師
金
曰
、「
惜
乎
、
而
夫
子
其
窮
哉
。」

顔
淵
曰
、「
何
也
。」

師
金
曰
、「
夫
芻
狗
之
未
陳
也
、
盛
以
篋
衍
、
巾
以
文
繍
、
尸
祝
斎
戒
以
将
之
。
及

其
已
陳
也
、
行
者
践
其
首
脊
、
蘇
者
取
而
爨
之
而
已
。
将
復
取
而
盛
以
篋
衍
、
巾
以
文

繍
、
遊
居
・
寝
臥
其
下
、
彼
不
得
夢
、
必
且
数
眯
焉
。
今
而
夫
子
、
亦
取
先
王
已
陳
芻

狗
、
取
弟
子
、
遊
居
・
寝
臥
其
下
。
故
伐
樹
於
宋
、
削
迹
於
衛
、
窮
於
商
・
周
。
是
非

其
夢
邪
。
囲
於
陳
・
蔡
之
間
、
七
日
不
火
食
、
死
生
相
与
鄰
。
是
非
其
眯
邪
。
夫
水
行

莫
如
用
舟
、
而
陸
行
莫
如
用
車
。
以
舟
之
可
行
於
水
也
、
而
求
推
之
於
陸
、
則
没
世
不

行
尋
常
。
古
今
非
水
陸
與
、
周
魯
非
舟
車
與
。
今
蘄
行
周
於
魯
、
是
猶
推
舟
於
陸
也
。

労
而
無
功
、
身
必
有
殃
。
彼
未
知
夫
無
方
之
伝
、
応
物
而
不
窮
者
也
。
且
子
独
不
見
夫

桔
槹
者
乎
。
引
之
則
俯
、
舎
之
則
仰
。
彼
人
之
所
引
、
非
引
人
也
。
故
俯
仰
而
不
得
罪

於
人
。
故
三
皇
・
五
帝
之
礼
義
・
法
度
、
不
矜
於
同
而
矜
於
治
。
故
譬
三
皇
・
五
帝
之

礼
義
・
法
度
、
其
猶
柤
棃
・
橘
柚
邪
。
其
味
相
反
而
皆
可
於
口
。
故
礼
義
・
法
度
者
、

応
時
而
変
者
也
。
今
取
猨
狙
而
衣
以
周
公
之
服
、
彼
必
齕
齧
・
挽
裂
、
尽
去
而
後
慊
。

観
古
今
之
異
、
猶
猨
狙
之
異
乎
周
公
也
。
故
西
施
病
心
而
矉
其
里
。
其
里
之
醜
人
見
而

美
之
、
帰
亦
捧
心
而
矉
其
里
。
其
里
之
富
人
見
之
、
堅
閉
門
而
不
出
。
貧
人
見
之
、
挈

妻
子
而
去
之
走
。
彼
知
美
矉
、
而
不
知
矉
之
所
以
美
。
惜
乎
、
而
夫
子
其
窮
哉
。」

『
論
語
』
に
は
、
孔
子
の
遭
難
に
関
す
る
記
事
が
述
而
篇
・
子
罕
篇
・
先
進
篇
・
衛
霊
公

篇
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
に
大
き
く
膨
ら
ま
せ
た
の
が
『
荘
子
』
で
あ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
か
。

こ
の
ほ
か
、
次
の
『
荘
子
』
譲
王
篇
の
事
例
の
よ
う
に
、

孔
子
謂
顔
回
曰
、「
回
来
、
家
貧
居
卑
。
胡
不
仕
乎
。」

顔
回
対
曰
、「
不
願
仕
。
回
有
郭
外
之
田
五
十
畝
、
足
以
給
飦
粥
、
郭
内
之
田
十
畝
、

足
以
為
糸
麻
。
鼓
琴
足
以
自
娯
、
所
学
夫
子
之
道
者
、
足
以
自
楽
也
。
回
不
願
仕
。」

孔
子
愀
然
変
容
曰
、「
善
哉
、
回
之
意
。
丘
聞
之
、『
知
足
者
、
不
以
利
自
累
也
。
審

自
得
者
、
失
之
而
不
懼
。
行
脩
於
内
者
、
無
位
而
不
怍
。』
丘
誦
之
久
矣
。
今
於
回
而

後
見
之
。
是
丘
之
得
也
。」

と
、
顔
回
の
貧
窮
と
不
出
仕
に
引
っ
か
け
て
『
老
子
』
の
「
知
足
」
を
説
く
も
の
や
、
や
は

り
貧
窮
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
顔
回
は
仕
官
し
な
か
っ
た
こ
と
と
さ
れ
、以
下
の
①
人
間
世
篇
・

②
至
楽
篇
の
二
例
の
と
お
り
、
顔
回
の
政
治
力
の
無
さ
を
種
に
「
心
斎
」
等
の
『
荘
子
』
に

お
け
る
重
要
な
思
想
を
説
く
も
の
が
あ
る
。

①
人
間
世
篇

顔
回
見
仲
尼
、
請
行
。

曰
、「
奚
之
。」

曰
、「
将
之
衛
。」

曰
、「
奚
為
焉
。」

曰
、「
回
聞
『
衛
君
、
其
年
壮
、
其
行
独
。
軽
用
其
国
、
而
不
見
其
過
。
軽
用
民
死
、

死
者
以
国
量
、
乎
澤
若
焦
。
民
其
無
如
矣
。』
回
嘗
聞
之
夫
子
、
曰
『
治
国
去
之
、
乱

国
就
之
。
医
門
多
疾
。』
願
以
所
聞
思
其
則
。
庶
幾
其
国
有
瘳
乎
。」

仲
尼
曰
、「
譆
、
若
殆
往
而
刑
耳
。
夫
道
不
欲
雑
。
雑
則
多
、
多
則
擾
、
擾
則
憂
、

憂
則
不
救
。
古
之
至
人
、
先
存
諸
己
、
而
後
存
諸
人
。
所
存
於
己
者
未
定
、
何
暇
至
於

暴
人
之
所
行
。
且
若
亦
知
夫
徳
之
所
蕩
、
而
知
之
所
為
出
乎
哉
。
徳
蕩
乎
名
、
知
出
乎

争
。
名
也
者
、
相
軋
也
。
知
也
者
、
争
之
器
也
。
二
者
凶
器
、
非
所
以
尽
行
也
。
且
徳

厚
信
矼
、
未
達
人
気
、
名
聞
不
争
、
未
達
人
心
、
彊
以
仁
義
縄
墨
之
言
術
暴
人
之
前
者
、
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是
以
人
悪
有
其
美
也
。
命
之
曰
菑
人
。
菑
人
者
、
人
必
反
菑
之
。
若
殆
為
人
菑
夫
。
且

苟
為
悦
賢
而
悪
不
肖
、
悪
用
而
求
有
以
異
。
若
唯
無
詔
、
王
公
必
将
乗
人
而
闘
其
捷
。

而
目
将
熒
之
、
而
色
将
平
之
、
口
将
営
之
、
容
将
形
之
、
心
且
成
之
。
是
以
火
救
火
、

以
水
救
水
。
名
之
曰『
益
多
』。
順
始
無
窮
。
若
殆
以
不
信
厚
言
、必
死
於
暴
人
之
前
矣
。

且
昔
者
桀
殺
関
龍
逢
、
紂
殺
王
子
比
干
。
是
皆
脩
其
身
、
以
下
傴
拊
人
之
民
、
以
下
払

其
上
者
也
。
故
其
君
、
因
其
脩
以
擠
之
。
是
好
名
者
也
。
昔
者
堯
攻
叢
・
枝
・
胥
敖
、

禹
攻
有
扈
、
国
為
虚
厲
、
身
為
刑
戮
。
其
用
兵
不
止
、
其
求
実
無
已
。
是
皆
求
名
実
者

也
。
而
独
不
聞
之
乎
。
名
実
者
、
聖
人
之
所
不
能
勝
也
。
而
況
若
乎
。
雖
然
、
若
必
有

以
也
。
嘗
以
語
我
来
。」

顔
回
曰
、「
端
而
虚
、
勉
而
一
、
則
可
乎
。」

曰
、「
悪
、
悪
可
。
夫
以
陽
為
充
孔
揚
、
采
色
不
定
、
常
人
之
所
不
違
。
因
案
人
之

所
感
、
以
求
容
与
其
心
。
名
之
曰
『
日
漸
之
徳
不
成
』。
而
況
大
徳
乎
。
将
執
而
不
化
、

外
合
而
内
不
訾
。
其
庸
詎
可
乎
。」

（
顔
淵
）「
然
則
我
内
直
而
外
曲
、
成
而
上
比
。
内
直
者
、
与
天
為
徒
。
与
天
為
徒
者
、

知
天
子
之
与
己
皆
天
之
所
子
。
而
独
以
己
言
蘄
乎
而
人
善
之
、
蘄
乎
而
人
不
善
之
邪
。

若
然
者
、
人
謂
之
童
子
。
是
之
謂
與
天
為
徒
。
外
曲
者
、
與
人
之
為
徒
也
。
擎
跽
曲
拳
、

人
臣
之
礼
也
。
人
皆
為
之
、
吾
敢
不
為
邪
。
為
人
之
所
為
者
、
人
亦
無
疵
焉
。
是
之
謂

与
人
為
徒
。
成
而
上
比
者
、
与
古
為
徒
。
其
言
雖
教
讁
之
實
也
、
古
之
有
也
、
非
吾
有

也
。
若
然
者
、
雖
直
不
為
病
。
是
之
謂
与
古
為
徒
。
若
是
則
可
乎
。」

仲
尼
曰
、「
悪
、
悪
可
。
大
多
政
法
而
不
諜
。
雖
固
亦
無
罪
。
雖
然
、
止
是
耳
矣
。

夫
胡
可
以
及
化
。
猶
師
心
者
也
。」

顔
回
曰
、「
吾
無
以
進
矣
。
敢
問
其
方
。」

仲
尼
曰
、「
斎
。
吾
将
語
若
。
有
而
為
之
、
其
易
邪
。
易
之
者
、
暤
天
不
宜
。」

顔
回
曰
、「
回
之
家
貧
、
唯
不
飲
酒
不
茹
葷
者
、
数
月
矣
。
若
此
、
則
可
以
為
斎
乎
。」

曰
、「
是
祭
祀
之
斎
、
非
心
斎
也
。」

回
曰
、「
敢
問
心
斎
。」

仲
尼
曰
、「
若
一
志
。
無
聴
之
以
耳
、
而
聴
之
以
心
。
無
聴
之
以
心
、
而
聴
之
以
気
。

耳
止
於
聴
、
心
止
於
符
。
気
也
者
、
虚
而
待
物
者
也
。
唯
道
集
虚
。
虚
者
、
心
斎
也
。」

顔
回
曰
、「
回
之
未
始
得
使
、
実
自
回
也
。
得
使
之
也
、
未
始
有
回
也
。
可
謂
虚
乎
。」

夫
子
曰
、「
尽
矣
。
吾
語
若
。
若
能
入
遊
其
樊
、
而
無
感
其
名
、
入
則
鳴
、
不
入
則
止
、

無
門
無
毒
、
一
宅
而
寓
於
不
得
已
、
則
幾
矣
。
絶
迹
易
、
無
行
地
難
。
為
人
使
易
以
偽
、

為
天
子
難
以
偽
。
聞
以
有
翼
飛
者
矣
、
未
聞
以
無
翼
飛
者
也
。
聞
以
有
知
知
者
矣
、
未

聞
以
無
知
知
者
也
。
瞻
彼
闋
者
、
虚
室
生
白
。
吉
祥
止
止
。
夫
且
不
止
、
是
之
謂
坐
馳
。

夫
徇
耳
目
内
通
、
而
外
於
心
知
、
鬼
神
将
来
舎
。
而
況
人
乎
。
是
萬
物
之
化
也
。
禹
・

舜
之
所
紐
也
、
伏
戲
・
几
蘧
之
所
行
終
。
而
況
散
焉
者
乎
。」

②
至
楽
篇

顔
淵
東
之
斉
。

孔
子
有
憂
色
。

子
貢
下
席
而
問
曰
、「
小
子
敢
問
、
回
東
之
斉
、
夫
子
有
憂
色
。
何
邪
。」

孔
子
曰
、「
善
哉
、女
問
。
昔
者
管
子
有
言
。
丘
甚
善
之
。
曰
『
褚
小
者
不
可
以
懐
大
、

綆
短
者
不
可
以
汲
深
。』
夫
若
是
者
、以
為
命
有
所
成
、而
形
有
所
適
也
。
夫
不
可
損
益
。

吾
恐
回
與
斉
侯
言
堯
・
舜
・
黄
帝
之
道
、
而
重
以
燧
人
・
神
農
之
言
。
彼
将
内
求
於
己

而
不
得
。
不
得
則
惑
。
人
惑
則
死
。
…
…
。」

こ
れ
ら
の
話
で
は
、
孔
子
は
顔
回
の
政
治
力
に
憂
慮
を
示
し
て
い
る
が
、『
論
語
』
本
文

7
や
本
文
21
は
そ
こ
ま
で
及
ん
で
お
ら
ず
、
顔
回
の
政
治
力
の
無
さ
は
、『
荘
子
』
の
段
階

で
の
創
作
で
あ
ろ
う
。

白
川
静
氏
は
、
荘
周
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
。
荘
子
は
こ
と
に
顔
回
を
愛
し
た
。
こ
の
若
い
俊
才
は
、
そ
の
師
孔
子
と
の
対
論

に
お
い
て
、
お
お
む
ね
つ
ね
に
そ
の
師
を
論
破
し
、
低
頭
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
郭
沫

若
氏
は
、
荘
子
の
学
は
顔
氏
の
儒
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
確
か
に
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。
顔
氏
の
儒
は
、
孔
子
晩
年
の
思
想
を
継
承
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
…
…
。【
注
〇
九
】

儒
家
に
対
す
る
き
び
し
い
批
判
者
と
さ
れ
る
荘
子
は
、そ
の
精
神
的
系
譜
か
ら
い
え
ば
、

む
し
ろ
孔
子
晩
年
の
思
想
の
直
系
者
で
あ
り
、
孟
子
は
正
統
外
の
人
で
あ
る
。
孟
子
は

自
ら
「
孔
子
に
私
淑
す
る
も
の
」〔
孟
子
・
離
婁
下
〕
と
称
し
た
が
、
私
淑
と
い
う
点

で
は
、
む
し
ろ
荘
周
の
方
が
深
い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。【
注
一
〇
】
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白
川
氏
も
郭
氏
と
同
様
に
、
顔
回
と
荘
周
と
の
結
び
つ
き
が
、
む
し
ろ
儒
家
の
孟
子
よ
り

も
強
い
、
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
【
注
一
一
】。

一
方
、『
孟
子
』
で
は
、

禹
・
稷
当
平
世
。
三
過
其
門
而
不
入
。
孔
子
賢
之
。
顔
子
当
乱
世
。
居
於
陋
巷
、
一
箪

食
、
一
瓢
飲
、
人
不
堪
其
憂
、
顔
子
不
改
其
楽
。
孔
子
賢
之
。
孟
子
曰
、「
禹
・
稷
・

顔
回
同
道
。
禹
思
天
下
有
溺
者
由
己
溺
之
也
。
稷
思
天
下
有
飢
者
由
己
飢
之
也
。
是
以

如
是
其
急
也
。
禹
・
稷
・
顔
子
、
易
地
則
皆
然
。
今
有
同
室
之
人
闘
者
、
救
之
。
雖
被

髪
纓
冠
而
救
之
、
可
也
。
郷
鄰
有
闘
者
、
被
髪
纓
冠
而
往
救
之
、
則
惑
也
。
雖
閉
戸
、

可
也
。」 

（『
孟
子
』
離
婁
篇
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、
顔
回
を
禹
や
后
稷
と
次
元
の
同
じ
者
（
聖
人
で
あ
ろ
う
）
と
み
な
し
て
い

る
。
こ
れ
に
ち
か
い
の
が
、

子
曰
、「
顔
氏
之
子
、
其
殆
庶
幾

0

0

乎
。
有
不
善
未
嘗
不
知
。
知
之
未
嘗
復
行
也
。」

『
易
』
曰
、「
不
遠
復
、
无
祗
悔
、
元
吉
。」 

（『
易
』
繋
辞
下
伝
）

夫
子
曰
、「
顔
氏
之
子
、
亓
庶
幾

0

0

乎
。
見
幾
又
不
善
、未
嘗
不
知
。
知
之
、未
嘗
復
行
之
。」

『
易
』
曰
、「
不
遠
復
、
无

誨
、
元
吉
。」 

（
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
周
易
』
要
篇
）

と
い
う
『
易
』
伝
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
顔
回
を
聖
人
と
み
な
す
こ
と
が
、
当
時
は
ま
だ
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四　
『
顔
淵
問
於
孔
子
』

こ
こ
で
は
、
上
海
博
物
館
所
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
の
全
文
に
つ
い
て
、
筆

者
に
よ
る
釈
文
を
示
し
た
う
え
で
、
表
現
（
言
葉
遣
い
）
や
思
想
内
容
か
ら
検
討
を
加
え
、

私
見
を
述
べ
た
い
。

【
釈
文
】

□

（
顔
）
囦
（
淵
）

（
問
）
於
孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
敢

（
問
）
君
子
之
内
事
也

又
（
有
）
道

（
乎
）。」
孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
又
（
有
）。」

（
顔
）
囦
（
淵
）「
敢

（
問
）
可
（
何
）
女
（
如
）。」
孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
敬
又
（
有
）
佂
（
正
）、
而

 

（
第
一
簡
）

□
所
以
敬
又
（
有
）
佂
（
正
）、
所
以
爲
退
也
。
先 

（
第
二
簡
）

必
不
才

（
慈
）
之
内
矣
。」

（
顔
）
囦
（
淵
）
西 

（
第
三
簡
）

内
矣
。
俑
（
庸
）
言
之
信
、
俑
（
庸
）
言
之
敬 

（
第
四
簡
）

則
訧
（
辭
）、
所
以
耑
（
端
）
信
也
。
奮
（
蓋
）
君
子
之
内
事
也
女
（
如
）
此
矣
。」

（
顔
）
囦
（
淵
）
曰
、「
君
子
之
内
事
也
、

（
回
）
既

（
聞
）
命
矣
。
敢

（
問
）

 

（
第
五
簡
）

君
子
之
内
教
也
又
（
有
）
道

（
乎
）。」
孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
又
（
有
）。」

（
顔
）

囦
（
淵
）「
敢

（
問
）
可
（
何
）
女
（
如
）。」
孔
〓
（
孔
子
）
曰
、「
攸
（
修
）
身
以
尤
、

民
莫
不
從
矣
。
前
（
謙
） 

（
第
六
簡
）

以
尃
（
博
）

（
愛
）、
則
民
莫

（
遺
）

（
親
）
矣
。
道
（
導
）
之
以
僉
（
儉
）、

則
民

（
知
）
足
矣
。
前
（
謙
）
之
以
讓
、
則
不
静
（
爭
）
矣
。
或
（
又
）
迪
而
教

 

（
第
七
簡
）

而

（
得
）
之
、
少
（
小
）
人
静
（
爭
）
而

（
失
）
之
。 

（
第
八
簡
）

之
、
能
〓
（
能
能
）
戔
（
踐
）
不
喿
（
肖
）
而
遠
之
、
則
民

（
智
）
欽
（
禁
）
矣
。

女
（
如
）
進
者
雚
（
觀
）
行
、退
者

（
智
）
欽
（
禁
）、則
亓
（
其
）
於
教
也
不
遠
矣
。

（
顔
）
囦
（
回
）
曰
、 

（
第
九
簡
）

「
君
子
之
内
教
也
、
（
回
）
既

（
聞
）
矣
〓
（
矣
已
）。
敢

（
問
）
至
明
。」
孔
〓
（
孔

子
）
曰
、「
悳
（
徳
）
城
（
成
）
則
名
至
矣
、名
至
必
俾
（
使
）
壬
〓
（
任
、任
）
紿
（
治
）

大
則
录
（
禄
） 

（
第
十
簡
）

（
得
）
青
〓
老
〓
（
老
老
）
而

（
慈
）

（
幼
）、
所
以
凥
（
居
）

（
仁
）
也
、

（
敓
）
絞
（
交
）
而
收
貧
、
所
以

（
聚
） 

（
第
十
一
簡
）

□
青
〓
老
〓
（
老
老
）
而

（
慈
）

（
幼
）、

（
敓
）
絞
（
交
）
而
收
貧
。
录
（
禄
）

不
足
則
青
（
請
）、
又
（
有
）
余
（
餘
）
則
詒
（
辭
）。

（
親
）
也
。
录
（
禄
）
不
足

則
青
（
請
）、
又
（
有
）
余
（
餘
） 

（
第
十
二
簡
）

屰
（
逆
）
行
而
信
、
先
凥
（
居
）
忠
也
。
貧
而
安
樂
、
先
凥
（
居
） 

（
第
十
三
簡
）

示
則
斤
、
而
母
（
毋
）
谷
（
欲
）

（
得
）
安
（
焉
）。 

（
第
十
四
簡
）
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実
は
、先
学
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
は
、こ
の
ま
ま
の
配
列
で
は
、

読
め
な
い
。
新
た
な
配
列
と
し
て
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
第
一
簡
・
第
十
二
簡
前
部
・
第
二

簡
後
部
・
第
二
簡
前
部
・
第
十
一
簡
・
第
十
二
簡
後
部
・
第
五
簡
・
第
六
簡
・
第
七
簡
・
第

九
簡
・
第
十
簡
、
と
い
う
順
序
で
読
む
案
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
【
注

一
二
】。

さ
て
、
表
現
の
点
で
は
、「

（
顔
）
囦
（
淵
）

（
問
）
於
孔
〓
（
孔
子
）」
は
、『
荘
子
』

田
子
方
篇
・
知
北
遊
篇
の
「
顔
淵
問
於
仲
尼
」
に
似
て
い
る
。
ま
た
、
顔
回
に
よ
る
「
敢

（
問
）
〜
」
と
い
う
尋
ね
方
は
、『
荘
子
』
人
間
世
篇
・
達
生
篇
・
山
木
篇
・
知
北
遊
篇
に
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
現
の
点
で
は
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
は
主
と
し
て
『
荘

子
』
外
篇
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

内
容
面
で
は
、
全
体
と
し
て
、「
君
子
之
内
事
」「
君
子
之
内
教
」「
至
明
」
の
三
つ
に
つ

い
て
説
か
れ
て
い
る
点
は
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
第
七
簡

に
お
け
る
「
僉
（
儉
）」「

（
知
）
足
」「
不
静
（
爭
）」
は
、
い
ず
れ
も
『
老
子
』
に
見
え

る
考
え
方
で
あ
り
、「
前
（
謙
）」
す
な
わ
ち
へ
り
く
だ
っ
て
奢
ら
な
い
こ
と
も
『
老
子
』
に

説
か
れ
る
。
謙
遜
の
意
味
の
「
讓
」
は
、『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
見
え
る
【
注
一
三
】。
そ
し

て
、
第
十
三
簡
の
「
貧
而
安
樂
」
は
、『
論
語
』
本
文
6
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
ま
さ
に
顔

回
の
生
き
方
を
表
現
し
た
文
言
で
あ
る
。

『
荘
子
』
外
篇
の
作
成
に
携
わ
っ
た
荘
周
の
後
学
が
、『
老
子
』
や
『
論
語
』
を
援
用
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
最
も
説
き
た
い
「
君
子
之
内
事
」「
君
子
之
内
教
」「
至
明
」
に
つ
い
て

記
し
た
の
が
、『
顔
淵
問
於
孔
子
』
で
あ
る
、
と
結
論
付
け
る
の
は
、
早
計
で
あ
ろ
う
か
。

五　
『
史
記
』
孔
子
世
家
・
仲
尼
弟
子
列
伝

こ
こ
で
は
、『
史
記
』
に
お
け
る
顔
回
が
登
場
す
る
く
だ
り
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　（
一
）　
孔
子
世
家

冒
頭
の
文
章
に
お
け
る
孔
子
誕
生
の
経
緯
を
記
す
と
こ
ろ
で
、

孔
子
生
魯
昌
平
郷
陬
邑
。
其
先
宋
人
也
、
曰
孔
防
叔
。
防
叔
生
伯
夏
、
伯
夏
生
叔
梁
紇
。

紇
与
顔
氏
女
野
合
而
生
孔
子
、
祷
於
尼
丘
得
孔
子
。
魯
㐮
公
二
十
二
年
而
孔
子
生
。

と
あ
る
が
、
特
に
傍
線
を
引
い
た
箇
所
を
根
拠
に
し
て
、
孔
子
は
顔
魯
・
顔
回
と
親
戚
関
係

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
も
出
て
い
る
が
、
そ
れ
は
よ
く
分
か
ら
な
い
し
、
何
と

も
言
え
な
い
。

『
史
記
』
孔
子
世
家
に
、
顔
回
に
関
す
る
く
だ
り
は
、
以
下
の
①
②
③
④
の
と
お
り
、
四

つ
あ
る
。

①
将
適
陳
、
過
匡
、
顔
刻
為
僕
、
以
其
策
指
之
曰
、「
昔
吾
入
此
、
由
彼
缺
也
。」
匡
人

聞
之
、
以
為
魯
之
陽
虎
。
陽
虎
嘗
暴
匡
人
、
匡
人
於
是
遂
止
孔
子
。
孔
子
状
類
陽
虎
、

拘
焉
五
日
。
顔
淵
後
、
子
曰
、「
吾
以
汝
為
死
矣
。」
顔
淵
曰
、「
子
在
、
回
何
敢
死
。」

②
孔
子
知
弟
子
有
愠
心
、
乃
召
子
路
而
問
曰
、「『
詩
』
云
「
匪
兕
匪
虎
、
率
彼
曠
野
」。

吾
道
非
邪
。
吾
何
為
於
此
。」
子
路
曰
、「
意
者
吾
未
仁
邪
。
人
之
不
我
信
也
。
意
者

吾
未
知
邪
。
人
之
不
我
行
也
。」
孔
子
曰
、「
有
是
乎
。
由
、
譬
使
仁
者
而
必
信
、
安

有
伯
夷
・
叔
斉
。
使
知
者
而
必
行
、
安
有
王
子
比
干
。」

子
路
出
、
子
貢
入
見
。
孔
子
曰
、「
賜
、『
詩
』
云
「
匪
兕
匪
虎
、
率
彼
曠
野
」。
吾

道
非
邪
。
吾
何
為
於
此
。」
子
貢
曰
、「
夫
子
之
道
至
大
也
、
故
天
下
莫
能
容
夫
子
。

夫
子
蓋
少
貶
焉
。」
孔
子
曰
、「
賜
、
良
農
能
稼
而
不
能
為
穡
、
良
工
能
巧
而
不
能
為

順
。
君
子
能
脩
其
道
、
綱
而
紀
之
、
統
而
理
之
、
而
不
能
為
容
。
今
爾
不
脩
爾
道
而

求
為
容
。
賜
、
而
志
不
遠
矣
。」

子
貢
出
、
顔
回
入
見
。
孔
子
曰
、「
回
、『
詩
』
云
「
匪
兕
匪
虎
、
率
彼
曠
野
」。
吾

道
非
邪
。
吾
何
為
於
此
。」
顔
回
曰
、「
夫
子
之
道
至
大
、
故
天
下
莫
能
容
。
雖
然
、

夫
子
推
而
行
之
、
不
容
何
病
、
不
容
然
後
見
君
子
。
夫
道
之
不
脩
也
、
是
吾
醜
也
。

夫
道
既
已
大
脩
而
不
用
、
是
有
国
者
之
醜
也
。
不
容
何
病
、
不
容
然
後
見
君
子
。」

孔
子
欣
然
而
笑
曰
、「
有
是
哉
顔
氏
之
子
。
使
爾
多
財
、
吾
為
爾
宰
。」

③
子
貢
曰
、「
夫
子
之
文
章
、
可
得
聞
也
。
夫
子
言
天
道
与
性
命
、
弗
可
得
聞
也
已
。」

顔
淵
喟
然
歎
曰
、「
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
。
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
。
夫
子
循
循

然
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
礼
、
欲
罷
不
能
。
既
竭
我
才
、
如
有
所
立
、
卓
爾
。
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雖
欲
従
之
、
蔑
由
也
已
。」
…
…
。

④
顔
淵
死
、
孔
子
曰
、「
天
喪
予
。」

①
は
、
部
分
的
に
『
論
語
』
本
文
19
を
踏
ま
え
て
い
る
。

②
は
、『
史
記
』
に
お
い
て
初
め
て
登
場
す
る
話
で
あ
ろ
う
か
。
孔
子
の
質
問
に
、
子
路

↓
子
貢
↓
顔
回
の
順
で
回
答
し
、
最
後
の
顔
回
の
回
答
が
孔
子
の
意
を
得
た
も
の
で
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
子
路
・
子
貢
・
顔
回
の
三
者
は
、
す
で
に
引
用
し
た
『
荘
子
』
譲
王
篇
で
も

見
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

③
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
「
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
、
夫
子
之
言
性

與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。」
と
い
う
文
言
と
『
論
語
』
本
文
8
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

④
は
、『
論
語
』
本
文
15
を
踏
ま
え
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
②
以
外
は
、
お
お
む
ね
『
論
語
』
を
情
報
源
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　（
二
）　
仲
尼
弟
子
列
伝

『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
は
、
以
下
の
文
章
で
始
ま
る
。

孔
子
曰
「
受
業
身
通
者
七
十
有
七
人
」、
皆
異
能
之
士
也
。
徳
行
、
顔
淵
・
閔
子
騫
・

冄
伯
牛
・
仲
弓
。
政
事
、
冄
有
・
季
路
。
言
語
、
宰
我
・
子
貢
。
文
学
、
子
游
・
子
夏
。

師
也
辟
、
参
也
魯
、
柴
也
愚
、
由
也
喭
、
回
也
屢
空
。
賜
不
受
命
而
貨
殖
焉
、
億
則
屢

中
。

こ
の
文
章
は
、「
孔
子
曰
「
受
業
身
通
者
七
十
有
七
人
」、
皆
異
能
之
士
也
。」
以
外
の
部

分
が
、『
論
語
』
本
文
11
・
18
と
『
論
語
』
先
進
篇
の
「
柴
也
愚
、
参
也
魯
、
師
也
辟
、
由

也
喭
。」
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

仲
尼
弟
子
列
伝
で
は
、
こ
の
文
章
の
直
後
に
孔
子
が
尊
敬
し
た
複
数
の
人
物
に
関
す
る
文

章
が
続
き
、
そ
の
後
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
の
伝
記
が
始
ま
る
。
そ
の
弟
子
た
ち
の
伝
記
の
劈

頭
が
、
顔
回
の
伝
記
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
史
記
』
の
作
者
が
（
あ
る
い
は
『
史
記
』

成
立
時
点
で
の
知
識
人
の
大
方
の
評
価
と
し
て
）
顔
回
を
孔
子
の
筆
頭
弟
子
で
あ
る
と
認
め

た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

以
下
は
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
お
け
る
顔
回
伝
の
全
文
で
あ
る
。

顔
回
者
、
魯
人
也
、
字
子
淵
。
少
孔
子
三
十
歳
。

顔
淵
問
仁
、
孔
子
曰
、「
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。」

孔
子
曰
、「
賢
哉
回
也
。
一
箪
食
、一
瓢
飲
、在
陋
巷
、人
不
堪
其
憂
、回
也
不
改
其
楽
。」

「
回
也
如
愚
。
退
而
省
其
私
、
亦
足
以
発
、
回
也
不
愚
。」「
用
之
則
行
、
捨
之
則
蔵
、

唯
我
与
爾
有
是
夫
。」

回
年
二
十
九
、
髪
尽
白
、
蚤
死
。
孔
子
哭
之
慟
、
曰
、「
自
吾
有
回
、
門
人
益
親
。」
魯

哀
公
問
、「
弟
子
孰
為
好
学
。」
孔
子
對
曰
、「
有
顔
回
者
好
学
、
不
遷
怒
、
不
貳
過
、

不
幸
短
命
死
矣
、
今
也
則
亡
。」

こ
の
文
章
は
、「
顔
回
者
、
魯
人
也
、
字
子
淵
。
少
孔
子
三
十
歳
。」「
回
年
二
十
九
、
髪

尽
白
、
蚤
死
。」「
曰
、「
自
吾
有
回
、
門
人
益
親
。」」
以
外
の
部
分
が
、『
論
語
』
本
文
1
・

4
・
6
・
7
・
16
・
20
を
踏
ま
え
て
い
る
。
孔
子
と
顔
回
の
年
齢
の
違
い
や
顔
回
の
死
に
言

及
す
る
の
は
、『
史
記
』
の
こ
の
記
述
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
お
け
る
顔
回
伝
は
、
圧
倒
的
に
『
論
語
』
か

ら
の
情
報
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、顔
淵
の
死
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
か
ら
は
「
短
命
」

と
い
う
こ
と
く
ら
い
し
か
分
か
ら
な
い
が
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
は
「
回
年
二
十
九
、

髪
尽
白
、
蚤
死
。」
と
い
う
か
な
り
具
体
的
な
情
報
を
記
し
て
い
る
。『
論
語
』
に
基
づ
か
な

い
こ
の
情
報
が
、
後
世
、
ひ
と
り
あ
る
き
し
て
尾
鰭
が
付
く
こ
と
に
な
る
。

六　

前
漢
時
代
の
説
話
資
料

こ
こ
で
は
、
顔
回
に
つ
い
て
、
前
漢
時
代
に
ど
の
よ
う
な
説
話
が
あ
っ
た
の
か
を
、
説
話

の
宝
庫
で
あ
る
『
韓
詩
外
伝
』
と
劉
向
の
『
新
序
』『
説
苑
』
か
ら
、
う
か
が
う
こ
と
に
し

た
い
。

『
韓
詩
外
伝
』
と
劉
向
の
著
作
に
共
通
す
る
話
が
、
以
下
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
と
お
り
、
二
つ
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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①
『
韓
詩
外
伝
』
巻
二

顔
淵
侍
坐
魯
定
公
于
台
、
東
野
畢
御
馬
于
台
下
。

定
公
曰
、「
善
哉
。
東
野
畢
之
御
也
。」

顔
淵
曰
、「
善
則
善
矣
、
其
馬
将
佚
矣
。」

定
公
不
説
、
以
告
左
右
曰
、「
聞
君
子
譖
人
。
君
子
亦
譖
人
乎
。」

顔
淵
退
、
俄
而
厩
人
以
東
野
畢
馬
佚
聞
矣
。
定
公
躐
席
而
起
、
曰
、「
趣
駕
召
顔
淵
」。

顔
淵
至
、
定
公
曰
、「
郷
寡
人
曰
、『
善
哉
。
東
野
畢
之
御
也
。』
吾
子
曰
、『
善
則
善

矣
、
然
則
馬
将
佚
矣
。』
不
識
吾
子
何
以
知
之
。」

顔
淵
曰
、「
臣
以
政
知
之
。
昔
者
舜
工
於
使
人
、
造
父
工
於
使
馬
。
舜
不
窮
其
民
、

造
父
不
極
其
馬
。
是
以
舜
無
佚
民
、
造
父
無
佚
馬
也
。
今
東
野
畢
之
御
、
上
車
執
轡
、

銜
体
正
矣
、
周
旋
歩
驟
、
朝
礼
畢
矣
、
歴
険
致
遠
、
馬
力
殫
矣
、
然
猶
策
之
不
己
、
所

以
知
其
佚
也
。」

定
公
曰
、「
善
、
可
少
進
乎
。」

顔
淵
曰
、「
獣
窮
則
齧
、
鳥
窮
則
啄
、
人
窮
則
詐
。
自
古
及
今
、
窮
其
下
能
不
危
者
、

未
之
有
也
。『
詩
』
曰
、『
執
轡
如
組
、
両
驂
如
舞
。』
善
御
之
謂
也
。」

定
公
曰
、「
寡
人
之
過
矣
。」

②
『
新
序
』
雑
事
五

顔
淵
侍
魯
定
公
于
台
、
東
野
畢
御
馬
于
台
下
。

定
公
曰
、「
善
哉
。
東
野
畢
之
御
。」

顔
淵
曰
、「
善
則
善
矣
、
雖
然
、
其
馬
将
失
。」

定
公
不
悦
、
以
告
左
右
曰
、「
吾
聞
之
、
君
子
不
譖
人
、
君
子
亦
譖
人
乎
。」

顔
淵
不
悦
、
歴
階
而
去
。
須
臾
、
馬
敗
聞
矣
。

定
公
躐
席
而
起
曰
、「
趣
駕
、
請
顔
淵
」。

顔
淵
至
、
定
公
曰
、「
向
寡
人
曰
、『
善
哉
。
東
野
畢
之
御
也
。』
吾
子
曰
、『
善
則
善

矣
、
雖
然
、
其
馬
将
失
矣
。』
不
識
吾
子
何
以
知
之
也
。」

顔
淵
曰
、「
臣
以
政
知
之
。
昔
者
舜
工
於
使
人
、
造
父
工
於
使
馬
。
舜
不
窮
其
民
、

造
父
不
盡
其
馬
。
是
以
舜
無
失
民
、
造
父
無
失
馬
。
今
東
野
畢
之
御
、
上
車
執
轡
、
御

体
正
矣
、
周
旋
歩
驟
、
朝
礼
畢
矣
。
歴
険
致
遠
、
而
馬
力
殫
矣
、
然
求
不
己
、
是
以
知

其
失
也
。」

定
公
曰
、「
善
、
可
少
進
與
。」

顔
淵
曰
、「
獣
窮
則
触
、
鳥
窮
則
啄
、
人
窮
則
詐
。
自
古
及
今
、
窮
其
下
能
無
危
者
、

未
之
有
也
。『
詩
』
曰
、『
執
轡
如
組
、
両
驂
如
舞
。』
善
御
之
謂
也
。」

定
公
曰
、「
善
哉
、
寡
人
之
過
矣
。」

こ
の
話
は
、
実
は
、
以
下
の
『
荀
子
』
哀
公
篇
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

定
公
問
於
顔
淵
曰
、「
東
野
子
之
善
御
乎
。」

顔
淵
曰
、「
善
則
善
矣
、
雖
然
、
其
馬
将
失
。」

定
公
色
不
悦
、
入
謂
左
右
曰
、「
君
子
固
有
譖
人
。」

三
日
而
校
来
謁
曰
、「
東
野
畢
之
馬
失
、
両
驂
列
両
服
入
厩
。」

定
公
越
席
而
起
曰
、「
趣
駕
召
顔
淵
」。

顔
淵
至
、
定
公
曰
、「
前
日
、
寡
人
問
吾
子
、
吾
子
曰
、『
東
野
畢
之
御
、
善
則
善
矣
、

其
馬
将
失
。』
不
識
吾
子
何
以
知
之
。」

顔
淵
対
曰
、「
臣
以
政
知
之
。
昔
舜
巧
於
使
人
、
而
造
父
巧
於
使
馬
。
舜
不
窮
其
民
、

造
父
不
窮
其
馬
。
是
以
舜
無
失
民
、
造
父
無
失
馬
也
。
今
東
野
畢
之
御
、
上
車
執
轡
、

銜
体
正
矣
。
歩
驟
馳
騁
、
朝
礼
畢
矣
。
歴
険
致
遠
、
馬
力
尽
矣
。
然
猶
求
馬
不
己
、
是

以
知
之
也
。」

定
公
曰
、「
善
、
可
得
少
進
乎
。」

顔
淵
曰
、「
臣
聞
之
、
鳥
窮
則
啄
、
獣
窮
則
攫
、
人
窮
則
詐
。
自
古
及
今
、
未
有
窮

其
下
而
能
無
危
者
也
。」

こ
の
『
荀
子
』
哀
公
篇
の
話
に
は
、『
詩
』
か
ら
の
引
用
と
、
君
主
が
自
ら
の
過
ち
に
気

付
く
場
面
と
が
無
い
。
こ
れ
ら
は
、
前
漢
時
代
に
付
け
足
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
顔
回
は
貧
窮
の
境
遇
に
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
出
仕
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、と
思
わ
れ
る（『
論
語
』本
文
21
で
国
政
に
つ
い
て
問
う
て
は
い
る
が
…
）。

し
た
が
っ
て
、顔
回
が
魯
の
定
公
の
も
と
へ
出
仕
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
話
は
、当
然
、フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
た
だ
、『
論
語
』
に
は
、
顔
回
が
出
仕
し
た
と
も
し
な
か
っ
た
と
も
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
出
仕
し
た
も
の
と
し
て
説
話
が
作
ら
れ
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な

い
。
後
世
の
儒
者
が
、
出
仕
し
て
い
る
顔
回
像
を
理
想
と
し
て
描
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
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と
も
、『
荘
子
』
に
お
け
る
顔
回
の
出
仕
が
不
向
き
で
あ
る
と
い
う
話
に
対
抗
し
て
儒
家
側

が
意
図
的
に
作
り
上
げ
た
話
な
の
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ⅱ①
『
韓
詩
外
伝
』
巻
七

孔
子
遊
於
景
山
之
上
、
子
路
・
子
貢
・
顔
淵
従
。

孔
子
曰
、「
君
子
登
高
必
賦
。
小
子
願
者
、
何
言
其
願
。
丘
将
啓
汝
。」

子
路
曰
、「
由
願
奮
長
戟
、
盪
三
軍
、
乳
虎
在
後
、
仇
敵
在
前
、
蠡
躍
蛟
奮
、
進
救

両
国
之
患
。」

孔
子
曰
、「
勇
士
哉
。」

子
貢
曰
、「
両
国
搆
難
、
壮
士
列
陣
、
塵
埃
漲
天
、
賜
不
持
一
尺
之
兵
。
一
斗
之
糧
、

解
両
国
之
難
。
用
賜
者
存
、
不
用
賜
者
亡
。」

孔
子
曰
、「
辯
士
哉
。」

顔
回
不
願
。

孔
子
曰
、「
回
何
不
願
。」

顔
淵
曰
、「
二
子
已
願
、
故
不
敢
願
。」

孔
子
曰
、「
不
同
、
意
各
有
事
焉
。
回
其
願
、
丘
将
啓
汝
。」

顔
淵
曰
、「
願
得
小
国
而
相
之
。
主
以
道
制
、
臣
以
徳
化
、
君
臣
同
心
、
外
内
相
応
。

列
国
諸
侯
、
莫
不
従
義
嚮
、
壮
者
趨
而
進
、
老
者
扶
而
至
。
教
行
乎
百
姓
、
徳
施
乎
四

蛮
、
莫
不
釈
兵
、
輻
輳
乎
四
門
。
天
下
咸
獲
永
寧
、
蝖
飛
蠕
動
、
各
楽
其
性
。
進
賢
使

能
、
各
任
其
事
。
於
是
君
綏
於
上
、
臣
和
於
下
、
垂
拱
無
為
、
動
作
中
道
、
従
容
得
礼
。

言
仁
義
者
賞
、
言
戦
鬭
者
死
。
則
由
何
進
而
救
。
賜
何
難
之
解
。」

孔
子
曰
、「
聖
士
哉
。
大
人
出
、
小
人
匿
。
聖
者
起
、
賢
者
伏
。
回
與
執
政
、
則
由
・

賜
焉
施
其
能
哉
。」

『
詩
』
曰
、「
雨
雪
麃
麃
、
曣
晛
聿
消
。」

②
『
韓
詩
外
伝
』
巻
九

孔
子
與
子
路
・
子
貢
・
顔
淵
游
於
戎
山
之
上
游
。

孔
子
喟
然
嘆
曰
、「
二
三
子
各
言
爾
志
、
予
将
覧
焉
。
由
爾
何
如
。」

対
曰
、「
得
白
羽
如
月
、
赤
羽
如
日
、
撃
鐘
鼓
者
、
上
聞
於
天
、
旌
旗
翩
翻
、
下
蟠

於
地
、
使
将
而
攻
之
、
惟
由
為
能
。」

孔
子
曰
、「
勇
士
哉
。
賜
爾
何
如
。」

対
曰
、「
得
素
衣
縞
冠
、
使
於
両
国
之
間
、
不
持
尺
寸
之
兵
、
升
斗
之
糧
、
使
両
国

相
親
如
兄
弟
。」

孔
子
曰
、「
辯
士
哉
。
回
爾
何
如
。」

対
曰
、「
鮑
魚
不
與
蘭
茝
同
笥
而
蔵
、
桀
・
紂
不
与
堯
・
舜
同
時
而
治
。
二
子
已
言
、

回
何
言
哉
。」

孔
子
曰
、「
回
由
鄙
之
心
。」

顔
淵
曰
、「
願
得
明
王
聖
主
為
之
相
、
使
城
郭
不
治
、
溝
地
不
鑿
、
陰
陽
和
調
、
家

給
人
足
、
鋳
庫
兵
以
為
農
器
。」

孔
子
曰
、「
大
士
哉
。
由
来
、区
区
汝
何
攻
。
賜
来
、便
便
汝
何
使
。
願
得
衣
冠
為
子
宰
焉
。

③
『
説
苑
』
指
武
篇

孔
子
北
遊
東
上
農
山
、
子
路
・
子
貢
・
顔
淵
従
焉
。

孔
子
喟
然
歎
曰
、「
登
高
望
下
、
使
人
心
悲
、
二
三
子
者
、
各
言
爾
志
、
丘
将
聴
之
。」

子
路
曰
、「
願
得
白
羽
若
月
、
赤
羽
若
日
、
鐘
鼓
之
音
、
上
聞
於
天
、
旌
旗
翩
翻
、

下
蟠
於
地
、
由
且
挙
兵
而
撃
之
、
必
也
攘
地
千
里
、
獨
由
能
耳
。
使
二
三
子
者
為
我
従

焉
。」孔

子
曰
、「
勇
哉
士
乎
。
憤
憤
者
乎
。」

子
貢
曰
、「
賜
也
願
斉
・
楚
合
戦
於
莽
洋
之
野
、
両
壘
相
当
、
旌
旗
相
望
、
塵
埃
相
接
、

接
戦
搆
兵
、
賜
願
著
縞
衣
白
冠
、
陳
説
白
刃
之
間
、
解
両
国
之
患
、
獨
賜
能
耳
。
使

二
三
子
者
為
我
従
焉
。」

孔
子
曰
、「
辯
哉
士
乎
。
僊
僊
者
乎
。」

顔
淵
獨
不
言
。

孔
子
曰
、「
回
来
、
若
独
何
不
願
乎
。」

顔
淵
曰
、「
文
武
之
事
、
二
子
已
言
之
、
回
何
敢
与
焉
。」

孔
子
曰
、「
若
鄙
心
不
与
焉
、
第
言
之
。」

顔
淵
曰
、「
回
聞
鮑
魚
蘭
芷
不
同
篋
而
蔵
、
堯
・
舜
・
桀
・
紂
不
同
国
而
治
。
二
子

之
言
、
与
回
言
異
。
回
願
得
明
王
聖
主
而
相
之
、
使
城
郭
不
修
、
溝
池
不
越
、
鍛
剣
戟

以
為
農
器
、
使
天
下
千
歳
無
戦
闘
之
患
。
如
此
、
則
由
何
憤
憤
而
撃
、
賜
又
何
僊
僊
而
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使
乎
。」

孔
子
曰
、「
美
哉
徳
乎
。
姚
姚
者
乎
。」

子
路
挙
手
問
曰
、「
願
聞
夫
子
之
意
。」

孔
子
曰
、「
吾
所
願
者
、
顔
氏
之
計
、
吾
願
負
衣
冠
而
従
顔
氏
子
也
。」

こ
の
話
は
、
実
は
、
以
下
の
『
荀
子
』
子
道
篇
を
原
型
と
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ

れ
る
。子

路
入
。

子
曰
、「
由
、
智
者
若
何
。
仁
者
若
何
。」

子
路
対
曰
、「
智
者
使
人
知
己
、
仁
者
使
人
愛
己
。」

子
曰
、「
可
謂
士
矣
。」

子
貢
入
。

子
曰
、「
賜
、
智
者
若
何
。
仁
者
若
何
。」

子
貢
対
曰
、「
智
者
知
人
、
仁
者
愛
人
。」

子
曰
、「
可
謂
士
君
子
矣
。」

顔
回
入
。

子
曰
、「
回
、
智
者
若
何
。
仁
者
若
何
。」

顔
淵
対
曰
、「
智
者
自
知
、
仁
者
自
愛
。」

子
曰
、「
可
謂
明
君
子
矣
。」 

（『
荀
子
』
子
道
篇
）

『
史
記
』
孔
子
世
家
に
お
け
る
孔
子
と
子
路
・
子
貢
・
顔
回
と
の
問
答
で
も
、『
荀
子
』
子

道
篇
と
同
様
に
子
路
↓
子
貢
↓
顔
回
の
順
で
孔
子
に
回
答
し
、
顔
回
の
回
答
が
孔
子
の
意
を

得
た
も
の
と
な
っ
て
終
わ
る
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、『
荀
子
』
子
道
篇
の
こ
の
話
を

原
型
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

孔
子
が
子
路
と
顔
回
に
「
志
」
を
尋
ね
て
二
人
が
答
え
る
の
は
、『
論
語
』
本
文
3
に
見

え
る
。
こ
の
ほ
か
、
勇
士
・
辯
士
・
聖
士
（『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
）、
勇
士
・
辯
士
・
大
士
（『
韓

詩
外
伝
』
巻
九
）、
勇
士
・
辯
士
・
美
徳
（『
説
苑
』
指
武
篇
）
と
、
顔
回
に
つ
い
て
言
わ
れ

る
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
荀
子
』
子
道
篇
の
士
・
士
君
子
・

明
君
子
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
話
で
は
、
景
山
・
戎
山
・
農
山
と
名
称
が
一
致
し
て
い
な
い
が
山
が
舞
台
に
な
っ
て

い
る
。
山
名
は
と
も
か
く
、
こ
の
山
を
舞
台
と
す
る
点
、
お
そ
ら
く
、
後
の
『
論
衡
』
に
お

け
る
顔
回
の
話
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

七　
『
論
衡
』
に
お
け
る
顔
回
像
│
顔
回
の
死
を
め
ぐ
っ
て
│

王
充
『
論
衡
』
を
通
じ
て
、
圧
倒
的
に
多
い
顔
回
に
関
す
る
話
は
、
顔
回
の
死
を
め
ぐ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の
①
②
③
の
三
例
の
引
用
の
と
お
り
、
顔
回
の
死
を
、
王
充

が
彼
独
自
の
運
命
論
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。

①
幸
偶
篇

孔
子
門
徒
七
十
有
餘
、
顔
回
蚤
夭
。
孔
子
曰
、「
不
幸
短
命
死
矣
。」
短
命
称
不
幸
、
則

知
長
命
者
幸
也
、
短
命
者
不
幸
也
。
服
聖
賢
之
道
、
講
仁
義
之
業
、
宜
蒙
福
祐
。
伯
牛

有
疾
、
亦
復
顔
回
之
類
、
倶
不
幸
也
。

②
命
義
篇

遭
命
者
、
行
善
於
内
、
遭
凶
於
外
也
。
若
顔
淵
・
伯
牛
之
徒
、
如
何
遭
凶
。
顔
淵
・
伯

牛
、
行
善
者
也
、
当
得
随
命
、
福
祐
随
至
、
何
故
遭
凶
。
顔
淵
困
於
学
、
以
才
自
殺
、

伯
牛
空
居
而
遭
悪
疾
。

③
偶
会
篇

顔
淵
死
、
子
曰
、「
天
喪
予
。」
子
路
死
、
子
曰
、「
天
祝
予
。」
孔
子
自
傷
之
辞
、
非
実

然
之
道
也
。
孔
子
命
不
王
、
二
子
寿
不
長
也
。
不
王
不
長
、
所
稟
不
同
、
度
数
並
放
、

適
相
応
也
。

①
の
孔
子
曰
、「
不
幸
短
命
死
矣
。」
は
、『
論
語
』
本
文
4
・
13
を
踏
ま
え
た
も
の
、
③

の
「
子
曰
、「
天
喪
予
。」」
は
、『
論
語
』
本
文
15
を
踏
ま
え
た
も
の
、
で
あ
る
。

そ
の
運
命
論
の
中
で
、顔
回
は
伯
牛
と
と
も
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

伯
牛
と
い
え
ば
、『
論
語
』
雍
也
篇
に
、
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伯
牛
有
疾
。
子
問
之
、
自
牖
執
其
手
曰
、「
亡
之
、
命
矣
夫
、
斯
人
也
而
有
斯
疾
也
、

斯
人
也
而
有
斯
疾
也
。」

と
記
さ
れ
る
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
た
と
さ
れ
る
冉
伯
牛
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
顔

回
と
伯
牛
の
二
人
は
、
早
世
と
病
気
を
理
由
に
、
孔
子
門
下
の
不
幸
の
代
表
者
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
以
下
の
①
②
の
話
は
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
の
「
髪
尽
白
」
を
「
髪
白
歯
落
」

ま
で
に
膨
ら
ま
せ
、
前
漢
時
代
ま
で
の
孔
子
と
顔
回
た
ち
弟
子
と
が
一
緒
に
山
へ
出
か
け
た

話
が
結
び
つ
い
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

①
書
虚
篇

伝
書
或
言
、
顔
淵
与
孔
子
倶
上
魯
太
山
、
孔
子
東
南
望
、
呉
閶
門
外
有
繋
白
馬
、
引
顔

淵
以
示
之
、曰
、「
若
見
呉
昌
門
乎
。」
顔
淵
曰
、「
見
之
。」
孔
子
曰
、「
門
外
何
有
。」
曰
、

「
有
如
繋
練
之
状
。」
孔
子
撫
其
目
而
止
之
、
因
与
倶
下
。
下
而
顔
淵
髪
白
歯
落
、
遂
以

病
死
。
蓋
以
精
神
不
能
若
孔
子
、
彊
力
自
極
、
精
華
竭
尽
、
故
早
夭
死
。
…
…
。

②
効
力
篇

秦
武
王
与
孟
説
挙
鼎
不
任
、
絶
脉
而
死
。
少
文
之
人
、
与
董
仲
舒
等
涌
胸
中
之
思
、
必

将
不
任
、
有
絶
脉
之
変
。
王
莽
之
時
、
省
五
経
章
句
、
皆
為
二
十
万
、
博
士
弟
子
郭
路
、

夜
定
旧
説
、
死
於
燭
下
、
精
思
不
任
、
絶
脉
気
滅
也
。
顔
氏
之
子
、
已
曾
馳
過
孔
子
於

塗
矣
、
劣
倦
罷
極
、
髪
白
歯
落
。
夫
以
庶
幾
之
材
、
猶
有
仆
頓
之
禍
、
孔
子
力
優
、
顔

淵
不
任
也
。
才
力
不
相
如
、
則
其
知
思
不
相
及
也
。
勉
自
什
伯
、
鬲
中
嘔
血
、
失
魂
狂

乱
、
遂
至
気
絶
。

す
な
わ
ち
、
顔
回
に
は
、
孔
子
ほ
ど
の
「
精
神
」
と
「
力
」
が
無
か
っ
た
た
め
、
精
も
魂

も
尽
き
果
て
て
死
ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
短
命
」
で
あ
り
、「
精
神
」
と
「
力
」

の
点
で
孔
子
に
及
ば
な
い
「
庶
幾
之
材
」
で
あ
る
顔
回
像
を
描
け
よ
う
。

前
節
で
い
く
つ
か
説
話
を
見
て
き
た
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
実
は
、
顔
回
の
死
に
関
す
る

説
話
は
、
前
漢
時
代
に
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
語
り
継
が
れ
て
い
く
話
と
し
て
、
貧
窮
に
あ

え
ぎ
な
が
ら
も
楽
し
み
を
忘
れ
な
か
っ
た
（
＝
学
問
に
精
励
し
た
）
顔
回
に
つ
い
て
、
そ
の

死
の
話
題
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
顔
回
の
死
に
つ
い
て
憚
る
こ
と
な
く
言
及
す
る
の
は
、
運
命
論
者

で
あ
る
王
充
な
ら
で
は
の
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

八　
『
論
語
』
鄭
氏
注

『
論
語
』
の
顔
回
が
登
場
す
る
文
章
に
対
す
る
鄭
玄
注
は
、
他
の
注
と
比
べ
て
も
、
さ
ほ

ど
際
立
っ
た
特
徴
は
無
い
。
む
し
ろ
、
顔
回
に
関
す
る
も
の
と
特
定
で
き
な
い
文
章
に
対
す

る
鄭
玄
注
に
こ
そ
、
彼
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
で
は
、
敦
煌
本
ぺ

リ
オ
文
書
二
五
〇
一
号
か
ら
、
二
つ
の
箇
所
を
と
り
あ
げ
る
。

ま
ず
、
一
つ
目
は
、
太
伯
篇
の
文
章
で
あ
る
。

曾
子
曰
、
以
能
問
於
不
能
、
以
多
問
於
寡
、
有
若
無
、
實
若
虚
、
犯
而
不
效
。
昔
者
、

吾
友
常
従
事
於
斯
矣
。

　

鄭
注
：
效
、
報
也
。
言
人
見
侵
犯
不
報
。
顔
淵
・
仲
弓
・
子
貢
等
也
。

　
　
『
論
語
集
解
』：
馬
曰
、
友
謂
顔
淵
。

『
論
語
』
本
文
の
「
吾
友
」
は
、特
定
の
人
物
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

馬
融
は
「
友
」
に
つ
い
て
「
顔
淵
」
と
の
見
方
を
く
だ
し
た
。
馬
融
に
師
事
し
た
鄭
玄
は
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
、
た
だ
し
顔
回
一
人
に
限
定
し
な
い
形
で
、「
顔
淵
・
仲
弓
・

子
貢
等
也
」
と
注
し
て
い
る
。
但
し
、
顔
回
は
、
曾
参
よ
り
十
六
歳
年
上
で
あ
る
。「
顔
淵
・

仲
弓
・
子
貢
」
の
三
者
は
、
み
な
ほ
ぼ
同
年
代
の
た
め
曾
参
よ
り
十
数
歳
年
上
で
あ
る
。
十

数
歳
年
上
の
人
を
「
吾
友
」
と
呼
ぶ
ば
あ
い
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

二
つ
目
は
、
子
罕
篇
の
文
章
で
あ
る
。

子
曰
、
語
之
而
不
惰
者
、
其
回
也
歟
。

　

鄭
注
：
惰
、
懈
惰
也
。

　
　
『
論
語
集
解
』：
顔
淵
則
解
、
故
語
之
不
惰
、
餘
人
不
解
、
故
有
惰
語
之
時
也
。

子
謂
顔
淵
曰
、
惜
乎
、
吾
見
其
進
也
。
未
見
其
退
也
。
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鄭
注
：
顔
淵
病
。
孔
子
往
省
之
。
故
発
此
言
。
痛
惜
之
甚
。

　
　
『
論
語
集
解
』：
包
曰
、
孔
子
謂
顔
淵
進
益
未
止
。
痛
惜
之
甚
。

子
曰
、
苗
而
不
秀
有
矣
夫
。
秀
而
不
實
者
有
有
矣
夫
。

　

鄭
注
：
不
秀
諭
項
託
。
不
實
諭
顔
淵
。

　
　
『
論
語
集
解
』：
孔
安
國
曰
、
言
萬
物
有
生
而
不
育
成
者
、
喩
人
亦
然
也
。

子
曰
、
後
生
可
畏
。
焉
知
來
者
之
不
如
今
也
。

　

鄭
注
： 

後
生
謂
幼
稚
。
斥
顔
淵
也
。
可
畏
者
、
言
其
才
美
服
人
也
。
孟
子
曰
、
吾
先

子
之
所
畏
、
是
時
顔
淵
死
矣
。
故
発
言
、
何
知
來
世
将
無
此
人
。

　
　
『
論
語
集
解
』：
後
生
謂
年
少
也
。

卌
五
十
而
無
聞
焉
。
斯
亦
不
足
畏
也
已
。

　

鄭
注
：
言
年
如
此
、
而
才
徳
不
聞
、
此
不
足
畏
也
。

「
顔
淵
病
」
は
、
鄭
玄
に
よ
る
設
定
で
あ
り
、「
秀
而
不
實
者
」
や
「
後
生
」
も
、
顔
淵
と

関
係
す
る
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
の
に
、
鄭
玄
は
顔
淵
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ふ
つ

う
に
読
め
ば
、
顔
淵
に
つ
い
て
の
く
だ
り
で
あ
る
と
思
え
な
い
『
論
語
』
の
文
章
が
、
鄭
玄

に
よ
っ
て
具
体
化
・
限
定
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
金
谷
治
氏
は
、「
そ
う
し
た
具

体
的
現
実
的
な
情
況
の
設
定
に
よ
っ
て
、
孔
子
の
発
言
は
、
他
の
注
釈
の
ば
あ
い
で
の
よ
う

に
、
抽
象
的
な
広
が
り
で
一
般
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
実
的
な
場
に
ひ
き

と
め
ら
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
【
注
一
四
】。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
そ
れ
ぞ
れ
単
独

で
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
子
罕
篇
の
五
つ
の
本
文
は
、
顔
回
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
一
続
き
の

文
章
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
の
白
川
静
氏
の
文
章
は
、
明
ら
か
に
、
子
罕
篇
に
対
す
る
鄭
玄
注
の
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

孔
子
に
と
っ
て
、
顔
回
は
お
そ
る
べ
き
後
生
で
あ
っ
た
。「
子
曰
く
、
こ
れ
に
語
り

て
惰
ら
ざ
る
も
の
は
、
そ
れ
回
な
る
か
」〔
子
罕
〕。
孔
子
の
こ
と
ば
を
、
か
れ
は
す
べ

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
お
そ
る
べ
き
弟
子
が
あ
る
で

あ
ろ
う
か
。「
惜
し
い
か
な
。
わ
れ
そ
の
進
む
を
見
る
も
、
い
ま
だ
そ
の
と
ど
ま
る
を

見
ざ
る
な
り
」〔
同
〕。
瞬
時
も
や
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
こ
の
年
少
者
の
精
進
は
、
つ
い
に

孔
子
を
し
て
「
後
生
畏
る
べ
し
。
い
づ
く
ん
ぞ
來
者
の
今
に
如
か
ざ
る
を
知
ら
ん
や
」

〔
同
〕
と
い
う
歎
声
を
発
せ
し
め
て
い
る
。
ま
た
「
公
冶
長
篇
」
に
は
、
子
貢
に
、「
わ

れ
と
女
と
、
如
か
ざ
る
な
り
」
と
さ
え
告
げ
て
い
る
。
孔
子
も
、
一
目
お
く
ほ
ど
の
弟

子
で
あ
っ
た
。【
注
一
五
】

九　

後
漢
末
の
〝
孔
子
と
顔
回
〞
│
孔
融
と
禰
衡
│

後
漢
末
期
、
孔
融
（
孔
子
二
十
世
の
孫
、
一
五
三
〜
二
〇
八
）
と
禰
衡
（
一
七
三
〜

一
九
八
）
は
、
二
十
歳
の
年
齢
差
を
超
え
て
交
友
関
係
を
育
み
、
お
互
い
を
孔
子
と
顔
回
の

関
係
に
擬
え
た
。
范
曄
『
後
漢
書
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

唯
善
魯
国
孔
融
及
弘
農
楊
脩
。
常
称
曰
、「
大
児
孔
文
擧
、
小
児
楊
徳
祖
。
餘
子
碌
碌
、

莫
足
数
也
。」
融
亦
深
愛
其
才
。
衡
始
弱
冠
、
而
融
年
四
十
、
遂
与
為
交
友
。
上
疏
薦

之
曰
、「
…
…
。」
融
既
愛
衡
才
、
数
称
述
於
曹
操
。
…
…
。 （
文
苑
列
伝
下
・
禰
衡
伝
）

曹
操
既
積
嫌
忌
、
而
郗
慮
復
搆
成
其
罪
、
遂
令
丞
相
軍
謀
祭
酒
路
粹
枉
状
奏
融
曰
、「
少

府
孔
融
、
昔
在
北
海
、
見
王
室
不
静
、
而
招
合
徒
衆
、
欲
規
不
軌
、
云
『
我
大
聖
之
後
、

而
見
滅
於
宋
、
有
天
下
者
、
何
必
卯
金
刀
。』
及
与
孫
権
使
語
、
謗
訕
朝
廷
。
又
融
為

九
列
、
不
遵
朝
儀
、
禿
巾
微
行
、
唐
突
宮
掖
。
又
前
与
白
衣
禰
衡
跌
蕩
放
言
、
云
『
父

之
於
子
、
当
有
何
親
。
論
其
本
意
、
実
為
情
欲
発
耳
。
子
之
於
母
、
亦
復
奚
為
。
譬
如

寄
物
缻
中
、出
則
難
矣
。』
既
而
與
衡
更
相
賛
揚
。
衡
謂
融
曰
、『
仲
尼
不
死
。』
融
荅
曰
、

『
顔
回
復
生
。』
大
逆
不
道
、
宜
極
重
誅
。」
書
奏
、
下
獄
弃
市
。
時
年
五
十
六
、
妻
子

皆
被
誅
。 

（
孔
融
伝
）

こ
の
二
人
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
、
串
田
久
治
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
二
人
が
互
い
に
「
孔
子
の
再
来
」「
顔
回
の
生
ま
れ
か
わ
り
」
と
い
い
あ
っ

た
こ
と
も
、か
れ
ら
が
二
十
歳
と
い
う
年
の
へ
だ
た
り
を
越
え
て
互
い
に
尊
重
し
あ
い
、
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孔
融
が
禰
衡
の
夭
逝
を
傷
ん
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
二
人

の
関
係
は
孔
子
と
顔
回
の
そ
れ
に
似
て
い
た
。
た
だ
、
顔
回
が
死
ん
だ
と
き
、
孔
子
は

「
噫
、
天
、
予
を
喪
せ
り
、
天
、
予
を
喪
ぼ
せ
り
」（『
論
語
』
先
進
篇
）
と
慟
哭
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
孔
融
に
と
っ
て
禰
衡
の
死
は
、
人
知
れ
ず
反
逆
を
決
意
し
た
こ
と
に
お

い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。【
注
一
六
】

禰
衡
の
「
魯
夫
子
碑
」
と
「
顔
子
碑
」
が
残
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
孔
融

と
自
ら
の
関
係
を
念
頭
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、特
に
「
顔
子
碑
」

は
、
禰
衡
が
自
ら
を
顔
回
に
重
ね
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
は
、「
顔
子
碑
」

全
文
で
あ
る
。

稟
天
地
之
純
和
、
鍾
岳
瀆
之
休
霊
、
睿
哲
之
資
、
誕
自
初
育
。
英
絶
之
才
、
顕
乎
嬰
孩
。

在
束
修
之
歯
、
入
宣
尼
之
室
、
徳
行
邁
於
三
千
、
仁
風
横
於
萬
国
、
知
微
知
章
、
聞
一

覚
十
、
用
行
舍
蔵
、
与
聖
合
契
。
名
為
四
友
之
冠
、
寔
尽
疏
附
之
益
。
爾
乃
安
陋
巷
、

挹
清
流
、
甘
箪
瓢
以
充
飢
、
雖
屢
空
而
不
憂
、
于
時
河
不
出
圖
、
周
祚
未
訖
。
仲
尼
無

舜
・
禹
之
功
、
先
生
包
元
凱
之
烈
。
其
辞
曰
、「
亜
聖
徳
、
踏
高
蹤
、
游
洙
泗
、
粛
礼

容
備
懿
体
、
心
弥
沖
、
秀
不
実
、
振
芳
風
、
配
聖
饋
、
図
辟
雍
、
紀
徳
行
、
昭
罔
窮
。」

【
注
一
七
】

「
顔
子
碑
」
は
、『
論
語
』
本
文
2
・
6
・
7
・
18
を
踏
ま
え
、「
与
聖
合
契
」
と
さ
れ
な

が
ら
「
亜
聖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
か
ら
自
分
よ
り
も
能
力
が
上
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

な
が
ら
も
孔
子
と
同
等
に
も
評
価
さ
れ
な
い
の
は
、
所
詮
顔
回
は
孔
子
の
門
弟
に
す
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
彼
自
ら
孔
子
に
及
ば
な
い
こ
と
を
吐
露
し
て
い
る
点（『
論
語
』本
文
8
）も
、

こ
の
よ
う
な
評
価
に
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
顔
回
が
、
聖
人
と
し
て
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
宋
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
【
注
一
八
】。

十　

お
わ
り
に

後
漢
時
代
の
思
想
研
究
の
一
つ
の
課
題
と
し
て
、『
荘
子
』
の
影
が
薄
い
、
と
い
う
問
題

が
あ
る
【
注
一
九
】。

も
し
『
荘
子
』
が
「
顔
氏
之
儒
」
の
系
統
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
漢
時
代
の
不

出
仕
・
隠
逸
の
傾
向
は
、『
論
語
』
と
『
荘
子
』
の
考
え
方
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
、『
論
語
』
本
文
11
で
顔
回
と
と
も
に
「
徳
行
」
に
名
を
列
ね
て
い
る
閔
子
鶱
は
、

季
氏
か
ら
費
と
い
う
ム
ラ
の
役
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
請
わ
れ
る
が
、
断
っ
て
い
る
（
雍
也

篇
）。
す
な
わ
ち
、
仕
官
の
拒
絶
で
あ
る
。
ま
た
、『
荘
子
』
に
は
、
顔
回
が
仕
官
を
願
わ
な

い
話
が
譲
王
篇
に
見
え
る
。
自
ら
の
出
処
進
退
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
人
々
か
ら
、
と
や
か

く
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
後
漢
時
代
に
は
、
身
内
・
官
界
・
外
界
と
の
接
触
を
避
け
、

俗
世
間
を
離
れ
る
処
士
・
隠
逸
者
た
ち
が
顕
著
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
根
本
に
『
論
語
』

や
『
荘
子
』
の
考
え
方
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
漢
時
代
に
表
舞
台
に
現
れ
な

か
っ
た
『
荘
子
』
の
役
割
を
あ
る
程
度
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
本
稿
が
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

【
注
〇
一
】
木
村
英
一
「
顔
淵
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』、
財
団
法

人
東
方
学
会
、
一
九
七
二
年
）。

【
注
〇
二
】
皮
錫
瑞
『
経
学
歴
史
』
の
「
二　

経
学
流
伝
時
代
」。

【
注
〇
三
】
皮
錫
瑞
『
経
学
歴
史
』
周
予
同
注
釈
本
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
一
二
月
）。

【
注
〇
四
】
郭
沫
若
『
十
批
判
書
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
）
の
「
儒
家
八
派
的
批
判
」。

【
注
〇
五
】
郭
沫
若
『
十
批
判
書
』（
前
掲
）
の
「
荘
子
的
批
判
」。

【
注
〇
六
】
郭
沫
若
『
十
批
判
書
』（
前
掲
）
の
「
荘
子
的
批
判
」。

【
注
〇
七
】
衣
笠
勝
美
「
孔
子
・
顔
回
と
荘
子
―
そ
の
思
想
に
於
け
る
共
通
性
と
影
響
に
つ
い
て
―
」（『
沼

尻
博
士
退
休
記
念
中
国
学
論
集
』、沼
尻
正
隆
先
生
古
稀
紀
念
事
業
会
、一
九
九
〇
年
一
一
月
）。

【
注
〇
八
】
池
田
知
久
『
荘
子
』
上
（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
三
年
八
月
）
人
間
世
篇
の
補
注
の
二
。

【
注
〇
九
】
白
川
静
『
孔
子
伝
』（
中
央
公
論
社
、一
九
七
二
年
一
一
月
／
中
公
文
庫
、一
九
九
一
年
二
月
）。

こ
こ
で
は
、
中
公
文
庫
二
〇
六
頁
に
拠
る
。

【
注
一
〇
】
白
川
静
『
孔
子
伝
』（
中
央
公
論
社
、一
九
七
二
年
一
一
月
／
中
公
文
庫
、一
九
九
一
年
二
月
）。

こ
こ
で
は
、
中
公
文
庫
二
〇
八
頁
に
拠
る
。

【
注
一
一
】
こ
れ
に
は
反
対
意
見
も
あ
る
。
衣
笠
勝
美
氏
前
掲
論
文
は
、
こ
う
述
べ
る
。

し
か
し
、
内
篇
の
記
述
を
見
る
限
り
、
荘
子
の
孔
子
や
顔
回
か
ら
受
け
た
で
あ
ろ
う
と
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考
え
ら
れ
る
影
響
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
現
象
面
に
於
い
て
の
み
で
あ
り
、
思
想
的
に

は
何
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
白
川
氏
は
、
郭
氏
の
荘
子
は
「
顔

氏
の
儒
」
か
ら
出
た
人
で
あ
る
と
い
う
説
を
「
鋭
い
指
摘
で
あ
る
」
と
し
、
更
に
「
顔

氏
の
儒
は
、
孔
子
晩
年
の
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
流
れ
て
楚
狂
と

な
る
。
│
中
略
│
。
荘
子
も
ま
た
、楚
狂
の
徒
で
あ
っ
た
。」と
述
べ
て
肯
定
し
て
い
る
が
、

荘
子
と
顔
回
の
結
び
付
き
を
両
者
の
思
惟
す
る
所
を
比
較
し
て
考
え
て
み
て
も
、
現
象

面
に
於
け
る
相
関
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
思
想
的
な
関
連
は
希
薄
で
あ
り
、
直
接
的
な

る
道
統
関
係
に
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
寧
ろ
顔
回
後
学
の
伝
習
録

を
、
荘
子
の
後
学
が
戦
国
時
代
末
期
の
百
家
争
鳴
す
る
状
況
の
中
で
、
引
用
或
い
は
借

用
し
、
そ
の
結
果
先
に
引
い
た
田
子
方
篇
の
よ
う
な
説
話
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
九
八
頁
）

【
注
一
二
】『
顔
淵
問
於
孔
子
』
の
釈
文
は
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
八
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
五
月
）
の
配
列
の
と
お
り
に
、
ひ
と
ま
ず
示
し
て
お
い
た
。
新
た
な
配
列
案
に

つ
い
て
は
、「
内
事
」「
内
教
」
に
絞
っ
て
考
察
し
た
陳
偉
著
、
近
藤
浩
之
・
和
田
敬
典
譯
「《
顔

淵
問
於
孔
子
》
内
事
、内
教
二
章
校
讀
」（『
中
国
哲
学
』
第
三
十
九
号
、北
海
道
中
国
哲
学
会
、

二
〇
一
一
年
一
一
月
）
や
、
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
と
儒
家
系
文
献
形

成
史
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
剣
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
を
参
照
。

【
注
一
三
】「
讓
」
に
つ
い
て
は
、
小
寺
敦
「
先
秦
秦
漢
の
伝
世
文
献
に
み
え
る
「
讓
」
に
つ
い
て
│
先
秦

儒
家
系
文
献
を
中
心
と
し
て
│
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
五
十
六
冊
、
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
を
参
照
。

【
注
一
四
】
金
谷
治
『
唐
抄
本　

鄭
氏
注
論
語
集
成
』（
平
凡
社
、一
九
七
八
年
五
月
）
所
収
「
鄭
玄
と
論
語
」

三
九
四
頁
。

【
注
一
五
】
白
川
静
『
孔
子
伝
』（
前
掲
）。
こ
こ
で
は
、
中
公
文
庫
二
五
九
頁
。

【
注
一
六
】
串
田
久
治
「
孔
融
と
禰
衡
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集　

文
学
科
編
』
第
十
七
号
、
愛
媛

大
学
法
文
学
部
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
八
四
頁
。

【
注
一
七
】『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
、
人
部
四
「
賢
」。
こ
の
ほ
か
、
文
字
に
異
同
が
あ
る
が
、『
初
学
記
』

巻
第
十
七
「
賢
第
二
」
に
一
部
が
引
用
さ
れ
、『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
の
『
全
後

漢
文
』
巻
八
十
七
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
注
一
八
】
柴
田
篤
「「
顔
子
没
而
聖
学
亡
」
の
意
味
す
る
も
の
│
宋
明
思
想
史
に
お
け
る
顔
回
│
」（『
日

本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
一
集
、
日
本
中
国
学
会
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）、
土
田
健
次
郎
『
道

学
の
形
成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
を
参
照
。

【
注
一
九
】
余
敦
康
「
従
《
荘
子
》
到
郭
象
《
荘
子
注
》」（
陳
明
主
編
『
原
道
』
第
三
輯
、
中
国
広
播
電

視
出
版
社
、
一
九
九
六
年
一
月
）
の
「
二
、
荘
学
的
沈
寂
与
復
興
」、
熊
鉄
基
・
劉
固
盛
・
劉

韶
軍
『
中
国
荘
学
史
』（
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
の
第
二
章
第
二
節
「
潜

行
的
《
荘
子
》」
等
を
参
照
。

﹇
附
記
﹈
本
稿
は
、
以
下
の
四
つ
の
重
要
な
機
会
を
経
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

①
井
之
口
哲
也
「
王
充
的
顔
淵
観
│
囲
繞
対
於
顔
淵
之
死
的
理
解
」（『
第
十
一
届
世
界
顔
氏
文

化
聯
誼
曁
国
学
伝
承
與
東
亜
経
済
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』、
於
成
都
・
金
牛
賓
館
、

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
）。

②
井
之
口
哲
也
「
関
於
《
荘
子
》
中
的
顔
回
」（『
国
際
儒
学
論
壇
・2010　

儒
家
思
想
與
社
会

治
理 

論
文
集
』、
於
中
国
人
民
大
学
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
五
日
）。

③
井
ノ
口
哲
也
「
顔
回
素
描
│
『
論
語
』
と
『
史
記
』
か
ら
│
」（『
成
城
大
学
共
通
教
育
論
集
』

第
三
号
、
成
城
大
学
共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

④
「
後
漢
時
代
に
お
け
る
顔
回
像
」（
中
国
出
土
資
料
学
会
平
成
二
四
年
度
第
一
回
例
会
、
於
流

通
経
済
大
学
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
一
日
／
『
中
国
出
土
資
料
学
会
会
報
』

第
五
一
号
、
中
国
出
土
資
料
学
会
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）。

①
②
④
は
、
い
ず
れ
も
口
頭
発
表
で
あ
る
。
発
表
の
際
、
貴
重
な
御
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
参
加
者

各
位
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。


